
植物防疫ニュース（速報Ｎｏ．６） 

 

令和元(2019)年8月1日 

栃木県農業環境指導センター 

大豆のべと病・紫斑病の発生に注意しましょう！ 

 本年作の大豆は、播種以降、低温・日照不足・多雨傾向で経過しており、今後、べと病や紫斑病

が多発する可能性があります。また、降雨等の影響により、播種時期がほ場によりバラツキがあ

るため、前述の病害の防除適期を見誤りやすいと考えられます。ほ場ごとに開花期などの生育状

況を良く確認し、適期を逃すことのないよう注意しながら、防除対策を徹底しましょう。 

１ べと病の特徴 

（１）病原菌は糸状菌で、比較的冷涼で降雨が多いときに多発する。病徴は主に葉に発生するが、

子実も侵される。病原菌は子実や被害茎葉で越冬するので、残渣が翌年の伝染源となる。 

（２）葉が侵されると、初め淡黄白・円形の小斑点を生じ、しだいに融合して不整形の褐色病斑

になり早期落葉する。 
（３）子実が侵されると、表皮が乳白色から黄褐色のカサブタ状になり、粒の大きさが健全粒に

比べ小さくなる。 
 
 
 
 
 
 
 

  写真左：ベと病（葉表）    写真中：ベと病（葉裏）   写真右：ベと病（子実） 

２ べと病の防除対策 

（１）開花 10 日前～子実肥大期に薬剤防除する。 

  ①開花前にべと病が発生した場合は、茎葉に薬剤を散布する。 

  ②開花後の早い時期に薬剤を散布する。 

  ③発生が拡大する場合は、開花 40 日後までに追加防除する。 

（２）調製は丁寧に行い、べと病粒を除去する。 

（３）多発した場合、次作の同ほ場への大豆の作付を避ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１　大豆のベと病に登録のある主な防除薬剤（令和元(2019)年7月10日現在）

薬剤名
希釈倍数
使用量

使用時期 使用回数  有効成分名（グループ名）
FRAC
コード

ランマンフロアブル 1000～2000倍 収穫7日前まで 3回以内 シアゾファミド(QiI殺菌剤) 21

アミスター20フロアブル 2000倍 収穫7日前まで 2回以内 アゾキシストロビン(QoI殺菌剤) 11

ベトファイター顆粒水和剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 2回以内
シモキサニル(シアノアセトアミド-オキシ
ム)、ベンチアバリカルブイソプロピル(CAA殺
菌剤)

27
40

フェスティバルC水和剤 600倍 収穫7日前まで 3回以内 ジメトモルフ(CAA殺菌剤)、銅(無機化合物)
40
M01

プロポーズ顆粒水和剤 1000倍 収穫21日前まで 2回以内
ＴＰＮ(クロロニトリル)、ベンチアバリカルブイ
ソプロピル(CAA殺菌剤)

M05
40

リドミルゴールドMZ 500倍 収穫45日前まで 3回以内
マンゼブ(ジチオカーバメート)、メタラキシル
及びメタラキシルＭ(PA殺菌剤)

M03
4

撒粉ボルドー粉剤ＤＬ 4kg/10a - - 銅(無機化合物) M01

※QoI殺菌剤は、耐性菌が発生しやすいので隔年使用とし、同一年における使用回数は1回とする。

※FRACコードが同一のものは作用点が同じなので、連用を避ける。
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３ 紫斑病の特徴 

（１）病原菌は糸状菌で、結実期頃の気温が 18℃前後で降雨が多いときに多発する。 

（２）病徴は種子や葉に発生し、種子では臍（へそ）を中心に表面に紫色の斑点を生ずる。ひど

い場合は種皮の大部分が紫色に変じて品質を大幅に低下させる。 
（３）病原菌は種子の内部で越冬し、翌年、大豆の発芽・成長にともない、子葉、葉、さや、種子

へと感染を広げる。病原菌に侵された種子や被害茎葉は次年作の伝染源となる。 

 

 

 
 
 
 
 
 

４ 紫斑病の防除対策 

（１）散布時期は開花 15～35 日後とし、1 回目散布はこの期間の早い時期に行う。 

○銅剤、ビスグアニジン：予防効果 

○QoI 殺菌剤、DMI 殺菌剤：予防効果と治療効果 

（２）防除効果が高い QoI 殺菌剤（FRAC コード：１１）を基軸にした防除体系とする。ただし、

QoI 殺菌剤は耐性菌が出現しやすいので、隔年使用とし、同一年における使用回数は１回と

する。 

（３）FRAC コードが同一の薬剤は作用点が同じなので、連用を避ける。 

（４）薬剤散布は茎葉にまんべんなく付着するように丁寧に行う。 

（５）チオファネート系、ベンゾイミダゾール系の薬剤（トップジン M、ベンレート等）は、耐

性菌発生率が高いので使用しない。 

（６）収穫後乾燥せずに放置すると、紫斑粒率が増加するので、収穫後は速やかに乾燥する。 

（７）多発した場合、次作の同ほ場への大豆の作付を避ける。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細は、農業環境指導センター（℡ 028-626-3086）までお問合せ下さい。 
病害虫情報発表のお知らせはツイッター「栃木県農政部 (@tochigi_nousei)」、農業環境指導セ

ンターホームページ（http://www.jppn.ne.jp/tochigi/index.html）でもご覧になれます。 
 

写真：紫斑病（子実） 

表２　大豆の紫斑病に登録のある主な防除薬剤（令和元(2019)年7月10日現在）

薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数 有効成分名（グループ名）
FRAC
コード

アミスター20フロアブル 2000～3000倍 収穫7日前まで 2回以内 アゾキシストロビン(QoI殺菌剤) 11

ファンタジスタ顆粒水和剤 2000～4000倍 収穫7日前まで 3回以内 ピリベンカルブ(QoI殺菌剤) 11

ファンタジスタフロアブル 1000～2000倍 収穫7日前まで 3回以内 ピリベンカルブ(QoI殺菌剤) 11

サンリット水和剤 1000～2000倍 収穫14日前まで 2回以内 シメコナゾール（ＤＭＩ殺菌剤） 3

ベルクートフロアブル 1000倍 収穫7日前まで 4回以内
イミノクタジンアルベシル酸塩（ビスグアニジ
ン）

M07

Ｚボルドー 500倍 - - 銅(無機化合物) M01

※QoI殺菌剤は、耐性菌が発生しやすいので隔年使用とし、同一年における使用回数は1回とする。

※FRACコードが同一のものは作用点が同じなので、連用を避ける。
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植物防疫ニュース（速報Ｎｏ．７） 

 

令和元(2019)年８月２日 

栃木県農業環境指導センター 

イチゴ炭疽病、萎黄病の発生に注意しましょう 

イチゴ炭疽病と萎黄病は、高温・多湿の条件で発生が多くなります。気象予報では、８月から

10 月にかけて平均気温は平年並または高くなる見込みですので、これらの病害の発生に注意し、

防除対策を徹底しましょう。定植前に苗を厳選し、罹病株を本ぽに持ち込まないことが重要です。 

・１ 炭疽病 

  植物体の濡れ時間が長いと感染・発病が助長されます。かん水は午前中に行い、夕方には地

上部が乾いた状態になるよう、かん水の時間や量を調節しましょう。濡れ時間を短縮でき、発

病を抑制することができます。 

 (1) 炭疽病の症状 

 

写真１ 葉柄の病斑（左）、苗の萎凋（中）、定植後の萎凋（右） 

(2) 炭疽病の防除対策 

・胞子が雨やかん水のしぶきに混じって飛散し、伝染するので、頭上かん水は避け、できる 

 だけ水の跳ね返りのないようなかん水を行う。 

・発病してからの防除は困難なので､予防を主体に薬剤をローテーション散布する。 

・発病株や感染が疑われる株は見つけしだい取り除き、嫌気的発酵処理（抜き取った株を肥

料袋等に詰め、空気を排出し口をしっかり閉じて、日当たりのよい野外に放置する）後に

処分する。 

 

表１　イチゴ炭疽病に登録がある主な薬剤 （令和元(2019)年７月26日現在）

農薬の名称 希釈倍数 使用方法 使用時期
本剤の

使用回数
有効成分の名称

有効成分を含む
農薬の

総使用回数

RAC
コード

キノンドーフロアブル 500～800倍 散布 育苗期 3回以内 有機銅 3回以内 F:M1
ジマンダイセン水和剤 600倍 散布 仮植栽培期但し

収穫76日前まで
6回以内 マンゼブ 6回以内 F:M3

アントラコール顆粒
水和剤

500倍 散布 仮植栽培期 6回以内 プロピネブ 6回以内 F:M3

ベルクートフロアブル 1000倍 散布 育苗期(定植前) 5回以内 イミノクタジンアルベ
シル酸塩

【*1 】 F:M7

オーソサイド水和剤８０ 800倍 散布 収穫30日前まで 3回以内 キャプタン 3回以内 F:M4
ゲッター水和剤 1000倍 散布 収穫開始21日 3回以内 ジエトフェンカルブ 6回以内 F:10

前まで チオファネートメチル 【*2】 F:1
サンリット水和剤 2000倍 散布 収穫前日まで 3回以内 シメコナゾール 3回以内 F:3
セイビアーフロアブル
２０

1000倍 散布 収穫前日まで 3回以内 フルジオキソニル 3回以内 F:12

ファンベル顆粒水和剤 1000倍 散布 収穫前日まで 3回以内 イミノクタジンアルベ
シル酸塩

【 *1】 F:M7

ピリベンカルブ 3回以内【*3】 F:11
タフパール 2000～4000倍 散布 育苗期～

収穫前日まで
- タラロマイセス　フラ

バス
- F:-

ファンタジスタ顆粒水
和剤

2000倍 散布 収穫前日まで 3回以内 ピリベンカルブ 3回以内【*3】 F:11

※　RACコードが同一のものは作用点が同じなので連用を避ける。

*1　10回以内(育苗期は5回以内､本圃では5回以内)。ベルクートフロアブルとファンベル顆粒水和剤はイミノクタジンアルベシル酸塩を含
　　むため、両剤の使用回数は合わせて前述の回数となる。

*2　4回以内(種子への処理は1回以内､は種後は3回以内)｡ゲッター水和剤とトップジンM水和剤（萎黄病防除）はチオファネートメチルを
　　含むため、両剤の使用回数は合わせて前述の回数となる。

*3　ファンベル顆粒水和剤とファンタジスタ顆粒水和剤はピリベンカルブを含むため、両剤の使用回数は合わせて3回以内となる。
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２ 萎黄病 

  病原菌は、根から侵入します。気温25℃以上で発病し、30℃以上になると多発します。 

(1) 萎黄病の症状 

 

写真２ 葉の奇形（左）、クラウン部維管束の褐変（中）、収穫期の萎凋 

(2) 萎黄病の防除対策 

・発病してからの防除は困難なので､予防を主体に防除対策を実施する。厚壁胞子は耐久力が

強く、土壌中で４～５年以上生存するので、前作に発生したほ場では、土壌消毒をしっか

り行う。また、土壌消毒を行った後、未消毒の土を混入しないよう注意する。 

・発病株や感染が疑われる株は見つけしだい取り除き、嫌気的発酵処理（抜き取った株を肥

料袋等に詰め、空気を排出し口をしっかり閉じて、日当たりのよい野外に放置する）後に

処分する。 

 

 
 

詳細は、農業環境指導センター（℡ ０２８－６２６－３０８６）までお問合せ下さい。 
病害虫情報発表のお知らせは「農政部ツイッター(@tochigi_nousei)」、農業環境指導センター 

ホームページ（http://www.jppn.ne.jp/tochigi/index.html）でもご覧になれます。 
 
 
 

 

表２　イチゴ萎黄病に登録がある主な薬剤 （令和元(2019)年７月26日現在）

農薬の名称
希釈倍数

または使用量
使用方法 使用時期

本剤の
使用回数

有効成分の名称
有効成分を含む

農薬の
総使用回数

RAC
コード

トップジンＭ水和剤 300～500倍 灌注 仮植時及び
仮植栽培期

3回以内 チオファネートメチル 【*1】 F:1

ベンレート水和剤 500倍 灌注 育苗期 3回以内 ベノミル 【*2】 F:1

クロルピクリン錠剤 1穴当り1錠 【*3】 2回以内
(床土1回
以内､圃場
1回以内)

クロルピクリン 3回以内(床土1回以
内､圃場2回以内)

I:8B

クロピクフロー 20～30L/10a 【*4】 1回 クロルピクリン 3回以内(床土1回以
内､圃場2回以内)

I:8B

ソイリーン 【*5】 1回 Ｄ－Ｄ 1回 I:8A
クロルピクリン 3回以内(床土1回以

内､圃場2回以内)
I:8B

バスアミド微粒剤 20～30kg/10a 【*6】 仮植又は定植
21日前まで

1回 ダゾメット 1回 F:M3
I:8F,H:Z

*6　本剤の所定量を均一に散布して土壌と混和する｡

※　RACコードが同一のものは作用点が同じなので連用を避ける。

*1　4回以内(種子への処理は1回以内､は種後は3回以内)。トップジンM水和剤とゲッター水和剤（炭疽病防除）はチオファネートメチルを
　　含むため、両剤の使用回数は合わせて前述の回数となる。

20～30L/10a
(1穴当り2～
3mL)

作付の10～15
日前まで

*2　9回以内(種子粉衣は1回以内､苗根部浸漬は1回以内､育苗期の灌注は3回以内､本圃定植後の灌注は1回以内､散布は3回以内)

*5　耕起整地後､30cm間隔のチドリ状に深さ約15cmに所定量を注入し､直ちに覆土し､ポリエチレン､ビニール等で被覆する。

*4　耕起整地後､灌水チューブを設置し､その上からポリエチレン等で被覆する｡その後､液肥混合器等を使用し､本剤を処理用の水に混
　　入させ処理する。

*3　土壌くん蒸<床土･堆肥>床土･堆肥を30cmの高さに積み30×30cm毎に1穴当り1錠処理する｡<圃場>｢1穴当り1錠処理｣
　　30×30cm毎に1錠処理する｡
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植物防疫ニュース（速報Ｎｏ．８） 

 

令和元(2019)年8月14日 

栃木県農業環境指導センター 

リンゴ褐斑病の発生が例年より早く、多発しています 

８月上旬に宇都宮市、矢板市の７ほ場を調査した結果、リンゴ褐斑病が発生ほ場率、発生葉率

共に高くなっています（表１、図）。本年は、５～７月に多雨や寡照が続いたため例年より早く

発生したと考えられます。また、近年９月上旬の発生葉率が高くなっています。多発した場合、

収穫期間中に早期落葉し収量に影響を及ぼすので、既に発生しているほ場や昨年度多発したほ場

では特に注意を要します。 

 

・  

(  

１ １ 褐斑病について 

  一次伝染源は前年の被害葉です｡落葉上の子のう殻が晩秋から形成します｡開花前頃に成熟

した子のう胞子が形成され､開花期から落花30日後頃まで子のう胞子が飛散します。感染部分

の病斑内に形成された分生胞子が二次伝染源となり､生育期間中の降雨のたびに胞子が伝搬さ

れ発生を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真  不定形褐斑、胞子が虫糞状(黒点小粒)に着き、葉の黄化がみられる（左） 

樹冠内部に罹病葉の拡大がみられる（右） 
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２ 防除対策 

 ・定期的に園内を良く観察し、罹病葉が確認されたらトップジンM水和剤、ベンレート水和

剤等､治療効果の高い剤を使用する｡複数回使用している場合は耐性菌発生防止のため剤を

変更し、連用を避ける｡ 

＜次年度に向けた対策＞ 

・一次伝染源の密度を減らすため、落葉は集めて土中に埋めるなど適正に処理する｡ 

・密植園や過繁茂による通風不良園では､樹冠内部の枝葉に薬剤がかかりにくく､葉も軟弱

で感染･発病しやすくなるので樹形の改善を行うとともに園内環境整備を徹底する｡ 

 

表２リンゴ褐斑病に登録のある主な薬剤 令和元年8月14日現在

農薬の名称 希釈倍数
使用方
法

使用時期
本剤使用回

数
有効成分の名称

有効成分の
総使用回数

RAC
コード

トップジンＭ水和剤 1500～2000倍 散布 収穫前日まで 6回以内 チオファネートメチル
10回以内(塗布は3回以
内､灌注は1回以内､散
布は6回以内)

F:1

ベンレート水和剤 2000～3000倍 散布 収穫前日まで 4回以内 ベノミル 4回以内 F:1

パレード１５フロアブル 2000～3000倍 散布 収穫前日まで 2回以内 ピラジフルミド 2回以内 F:7

ストロビードライフロアブル 2000～3000倍 散布 収穫前日まで 3回以内 クレソキシムメチル 3回以内 F:11

ポリオキシンＡＬ水和剤 1000倍 散布 収穫3日前まで 3回以内 ポリオキシン複合体
5回以内(散布は3回以
内)

F:19

オーソサイド水和剤８０ 600～800倍 散布 収穫前日まで 6回以内 キャプタン 6回以内 F:M4

アリエッティＣ水和剤 800倍 散布 収穫前日まで 3回以内
1. キャプタン 2. ホ
セチル

1. 6回以内
2. 3回以内

F:M4･33

オキシラン水和剤 500～600倍 散布 収穫14日前まで 4回以内
1. キャプタン 2. 有
機銅

1. 6回以内
2. 7回以内(塗布は3回
以内､散布は4回以内)

F:M4･M1

ベルクートフロアブル 1000～1500倍 散布 収穫前日まで

6回以内(但
し､開花期以
降散布は3回
以内)

イミノクタジンアルベ
シル酸塩

8回以内(液剤及び水和
剤は合計6回以内(開花
期以降は3回以内)､塗
布剤は2回以内)

F:M7

デュアルサイド水和剤 2000倍 散布 収穫3日前まで 3回以内

1. プロピレングリ
コールモノ脂肪酸エス
テル 2. ポリオキシン
複合体

1. - 2. 5回以内(散布
は3回以内)

I:-,F:19

ダイパワー水和剤 800～1000倍 散布 収穫前日まで

6回以内(但
し､開花期以
降散布は3回
以内)

1. イミノクタジンア
ルベシル酸塩 2. キャ
プタン

1. 8回以内(液剤及び
水和剤は合計6回以内
(開花期以降は3回以
内)､塗布剤は2回以内)
2. 6回以内

M07、M04

※RACコードが同じものは作用点が同じなので連用を避ける
  例）トップジンＭ水和剤、ベンレート水和剤は共にF:1  

 

 

詳細は、農業環境指導センター（℡ ０２８－６２６－３０８６）までお問合せ下さい。 

病害虫情報発表のお知らせは「農政部ツイッター(@tochigi_nousei)」、農業環境指導センター 

ホームページ（http://www.jppn.ne.jp/tochigi/index.html）でもご覧になれます。 
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植物防疫ニュース（速報Ｎｏ．９） 

 

令和元(2019)年12月17日 

栃木県農業環境指導センター 

イネ縞葉枯ウイルス保毒虫率の高い地点が確認されています 

令和元(2019)年 11～12 月に実施した調査では、イネ縞葉枯病の媒介虫であるヒメトビウンカの越冬

世代幼虫のイネ縞葉枯ウイルス保毒虫率は県平均で 6.7％と平年並でした（図１・表１、県平均の平年

値：6.8％）。保毒虫率を地域別に見ると、県中南部では依然として高い（防除が必要とされる保毒虫

率 10％を超える）地点が複数確認されたほか、県北部においてもやや上昇傾向にありました。 

越冬世代幼虫の生息密度は 34.4 頭/10 ㎡と、平年よりやや少ない(平年比 52％)状況でしたが、今後

の気象条件によっては、来春のヒメトビウンカ第一世代幼虫の発生量が多くなる可能性もあり、注意

が必要です。ヒメトビウンカは、再生稲やイネ科雑草に寄生し越冬します。そのため、畦畔の雑草管理

や再生稲発生ほ場の耕起を確実に行い、ヒメトビウンカの越冬場所を無くすことが、次年度のイネ縞

葉枯病に対する有効な防除対策となります。これらの対策を実施し、次年度の発病を抑えましょう。 

（イネ縞葉枯病の防除対策の詳細については、病害虫防除対策のポイント No.17 を当センターホーム

ページ（HP）に掲載中） 

 

 

                          表１ ヒメトビウンカ越冬世代幼虫の地点別 
                                 イネ縞葉枯ウイルス保毒虫率 

 
 
 
 
 
 

 
図１ ヒメトビウンカ越冬世代幼虫のイネ縞葉枯ウイルス 
   保毒虫率及び生息密度の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 1 イネ科雑草に寄生するヒメトビウンカ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
写真 2 再生稲で発病した縞葉枯病 

詳細は、農業環境指導センター（℡ 028-626-3086）までお問合せ下さい。 
病害虫情報発表のお知らせは当センターHP（http://www.jppn.ne.jp/tochigi/index.html ）、ツイッター

「栃木県農政部 (@tochigi_nousei)」でもご覧になれます。 
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大田原市戸野内 1.0 1.0 5.3
大田原市蛭畑 3.1 1.0 3.9
大田原市親園 5.2 4.2 3.3
那須烏山市滝田 5.2 3.1 4.3
さくら市蒲須坂 4.2 3.1 8.7
高根沢町花岡 5.2 6.3 4.3
真岡市青田 8.3 6.3 16.7
宇都宮市横山 3.1 9.4 7.1
宇都宮市雀宮 7.3 9.8 6.3
上三川町上三川 7.3 13.5 6.5
鹿沼市酒野谷 6.3 4.2 0.0
下野市絹板 13.5 13.5 13.3
下野市小金井 11.5 5.2 9.4
小山市小薬 1.0 8.3 4.2
小山市石ノ上 8.3 10.4 13.8
壬生町助谷 3.1 4.2 5.4
栃木市惣社 4.2 5.2 4.2
栃木市大平町真弓 0.0 1.0 9.4
栃木市藤岡町富吉 9.4 5.4 0.0
佐野市堀米 6.3 10.4 12.5
足利市上渋垂 2.1 3.1 3.1

4.0 3.1 5.0
6.5 8.6 7.3
5.9 6.7 7.5
5.5 6.1 6.7

注：検定サンプルは、令和元(2019)年11月中旬～12月
上旬に、水田畦畔や休耕田のイネ科雑草等から採取し
たヒメトビウンカ越冬世代幼虫を用いた。

県中部

県南部

平均値

検定方法：DAS-ELISA法　　検定数：27～96頭／１地点

　　　　　　　　　　　年
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５　病害虫発生程度別面積

　１）　平成30(2018)年病害虫発生程度別面積（確定）（ｈａ）

作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

葉いもち 0 0 0 7,300 7,300

穂いもち 0 0 0 720 720

紋枯病 2,170 3,030 3,610 21,740 30,550

ばか苗病 0 0 0 370 370

縞葉枯病 0 740 0 29,190 29,930

稲こうじ病 0 720 1,450 4,590 6,760

ニカメイガI 0 0 0 2,200 2,200

ニカメイガII 0 0 0 5,900 5,900

セジロウンカ 0 0 0 0 0

トビイロウンカ 0 0 0 0 0

ヒメトビウンカ 7,500 29,250 13,500 7,500 57,750

ツマグロヨコバイ 0 0 7,500 34,500 42,000

斑点米カメムシ類 750 4,500 3,750 12,750 21,750

フタオビコヤガ 0 0 0 3,000 3,000

コブノメイガ 0 0 0 0 0

イネミズゾウムシ 0 0 0 19,500 19,500

うどんこ病 650 0 325 325 1,300

赤かび病 0 0 0 1,900 1,900

アブラムシ類 0 0 0 1,600 1,600

ハスモンヨトウ 0 0 0 400 400

吸実性カメムシ類 0 0 0 900 900

斑点落葉病 0 0 0 37 37

黒星病 0 0 0 0 0

ナシヒメシンクイ 0 0 0 0 0

ハマキムシ類 0 0 0 42 42

ハダニ類 0 0 21 42 63

黒斑病 0 0 0 0 0

黒星病 0 0 0 57 57

ナシヒメシンクイ 0 0 0 0 -

ハマキムシ類 0 0 14 14 28

ハダニ類 0 0 28 227 255

晩腐病 0 0 21 21 42

べと病 0 0 0 21 21

灰色かび病 0 0 0 0 0

疫病 0 0 0 0 0

灰色かび病 0 0 0 14 14

葉かび病 0 0 0 14 14

コナジラミ類 0 0 0 113 113

アブラムシ類 0 0 13 13 26

疫病 0 0 0 23 23

灰色かび病 0 0 0 108 108

葉かび病 0 0 11 23 34

コナジラミ類 0 5 14 77 96

アブラムシ類 0 0 0 10 10

りんご 147

普通期水稲 58,500

麦 12,900

大豆 2,370

なし 764

ぶどう 212

夏秋トマト 151

冬春トマト 223
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作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

うどんこ病 0 41 81 122 244

灰色かび病 0 0 0 0 0

アザミウマ類 0 0 41 203 244

アブラムシ類 0 0 41 203 244

ハダニ類 0 0 0 203 203

べと病 0 0 25 74 99

うどんこ病 0 21 21 103 145

灰色かび病 0 0 0 0 0

褐斑病 0 0 0 25 25

アザミウマ類 0 0 0 50 50

アブラムシ類 0 0 0 41 41

コナジラミ類 0 0 0 103 103

べと病 0 0 10 30 40

うどんこ病 0 0 5 25 30

灰色かび病 0 0 0 5 5

褐斑病 0 0 5 5 10

アザミウマ類 0 0 0 20 20

アブラムシ類 0 0 10 0 10

オンシツコナジラミ 0 0 10 10 20

黒腐病 0 0 0 0 0

菌核病 0 0 0 0 0

アブラムシ類 0 0 0 0 0

コナガ 0 0 0 0 0

白色疫病 0 0 0 0 0

べと病 0 0 24 96 120

ネギアザミウマ 0 0 60 90 150

さび病 0 0 54 107 161

黒斑病 161 0 0 215 376

べと病 0 0 0 54 54

アブラムシ類 0 0 0 0 0

灰色かび病 0 0 0 0 0

菌核病 0 0 0 0 0

アブラムシ類 0 0 0 0 0

ハスモンヨトウ 0 0 0 0 0

オオタバコガ 0 0 0 0 0

灰色かび病 0 0 0 53 53

うどんこ病 0 0 9 9 18

炭そ病 0 9 18 97 124

アブラムシ類 0 0 10 91 101

アザミウマ類 30 30 81 81 222

ハダニ類 0 0 50 191 241

ハスモンヨトウ 0 0 0 60 60

白さび病 0 0 0 12 12

アザミウマ類 0 0 26 12 38

アブラムシ類 0 0 0 38 38

ハスモンヨトウ 0 0 0 13 13

夏秋キュウリ 248

冬春キュウリ 50

夏秋ナス 366

イチゴ 554

きく 115

※作付面積：農林水産省の統計データを参照。

冬キャベツ 88

タマネギ 239

冬レタス 97

秋冬ネギ 429
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　２）　令和元(2019)年病害虫発生程度別面積（速報）（ｈａ）

作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

葉いもち 0 0 790 19,810 20,600

穂いもち 0 0 0 1,440 1,440

紋枯病 2,260 4,470 8,250 26,120 41,100

ばか苗病 0 0 0 1 1

もみ枯細菌病（種子消毒） 0 0 0 0 0

縞葉枯病 0 740 2,190 25,700 28,630

稲こうじ病 0 0 4,460 2,300 6,760

ニカメイガI 0 0 0 750 750

ニカメイガII 0 0 0 2,250 2,250

セジロウンカ 0 0 0 9,000 9,000

トビイロウンカ 0 0 0 0 0

ヒメトビウンカ 6,700 25,000 13,000 13,000 57,700

ツマグロヨコバイ 0 0 7,500 30,000 37,500

斑点米カメムシ類 1,500 3,700 4,500 9,800 19,500

フタオビコヤガ 0 0 0 1,500 1,500

コブノメイガ 0 0 0 0 0

イネミズゾウムシ 0 0 0 15,000 15,000

うどんこ病 0 0 0 0 0

赤かび病 0 0 0 90 90

吸実性カメムシ類 0 0 0 550 550

フタスジヒメハムシ 0 0 160 160 320

斑点落葉病 0 0 0 63 63

黒星病 0 0 0 0 0

ナシヒメシンクイ 0 0 0 0 0

リンゴコカクモンハマキ 0 0 0 0 0

ハダニ類 0 0 21 42 63

黒斑病 0 0 0 0 0

黒星病 0 0 0 191 191

ナシヒメシンクイ 0 0 0 0 0

ハマキムシ類 0 0 0 54 54

ハダニ類 0 0 27 55 82

晩腐病 0 0 0 0 0

灰色かび病 0 0 0 0 0

芽枯病 0 0 0 0 0

疫病 0 0 0 0 0

灰色かび病 0 0 0 15 15

葉かび病 0 0 0 30 30

コナジラミ類 0 0 15 76 91

アブラムシ類 0 0 0 15 15

うどんこ病 39 0 39 39 117

灰色かび病 0 0 0 0 0

アザミウマ類 0 39 78 117 234

アブラムシ類 0 0 39 39 78

ハダニ類 0 0 0 156 156

普通期水稲 58,500

麦 12,900

大豆 2,370

りんご 147

夏秋ナス 351

なし 764

ぶどう 212

夏秋トマト 137
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作物名 作付面積 病害虫名 甚 多 中 少 計

べと病 0 67 67 102 236

うどんこ病 0 34 34 169 236

灰色かび病 0 0 0 0 0

褐斑病 0 0 118 0 118

アザミウマ類 0 0 0 52 52

アブラムシ類 0 0 0 0 0

コナジラミ類 0 52 52 52 157

白色疫病 0 0 0 0 0

べと病 0 0 0 190 190

ネギアザミウマ 0 0 63 190 253

さび病 0 53 54 54 161

黒斑病 0 0 0 434 434

べと病 0 0 53 54 107

アブラムシ類 0 0 0 0 0

ネギハモグリバエ 54 55 0 0 109

灰色かび病 0 0 0 0 0

うどんこ病 20 20 40 112 192

炭そ病 0 0 0 40 40

アブラムシ類 9 9 0 92 111

ハダニ類 9 9 28 194 240

白さび病 0 0 0 21 21

アザミウマ類 0 0 10 11 21

アブラムシ類 0 0 21 11 33

※作付面積：農林水産省の統計データを参照。

秋冬ネギ 434

イチゴ 545

きく 105

タマネギ 253

夏秋キュウリ 236
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６　病害虫診断同定結果
月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

1月8日 ねぎ 小山市

葉先から枯れる症状でひどいと折
れてしまう。定植時期に関わらず
発生しており、圃場の全体に症状
が見られる。

黒斑病と葉枯病は確認された。黄
化がはじまっている部位からは菌
が分離されず、黒斑病、葉枯病が
主要因なのか、２次的に感染して
いるのかわからなかった。

1月8日 トマト 栃木市

ウイルス様症状が見られる。黄化
と新葉の萎縮がある。
生育不良から、一部株には鉄欠乏
のような症状の葉も見られる。

イムノストリップでＣＭＶ、ＴＭ
Ｖ、Ｐｏｔｙが陰性。ＲＴ－ＰＣ
ＲでTospovirus属は陰性。ウイ
ルスによる症状とは判定できな
かった。

1月11日 トマト 栃木市

葉枯れ症状：黒褐色の斑点､周囲
に黄変部あり

検鏡で細菌泥なし。イムノスト
リップ診断でかいよう病(Cmm)陰
性。組織分離で細菌あり(PDA培
地)病原の特定はできなかった。

1月15日 しゅんぎく -

葉に黒色斑点状に枯れの症状あり Cercospora属の分生子が顕鏡で
確認された。病徴と一致すること
から、シュンギク葉枯病と判断し
た。

1月16日 トマト -
葉が黄化し、巻く症状が点在。Ｔ
ＹＬＣＶの疑い。

ＰＣＲを行ったところＴＹＬＣＶ
陰性。

1月16日 たまねぎ 宇都宮市

黄化から白化し、葉先が枯れてい
る。ベと病の疑い。

顕鏡では菌が確認できなかった。
組織分離したところ病原と考えら
れる菌は分離されなかった。

1月16日
トルコギキョ
ウ

栃木市

12月上旬の頂花が見られた時期か
ら凋れ症状が発生した。しおれた
株を彫り上げると、細根に褐変症
状が見られた。

茎維管束に褐変なし。イムノスト
リップ診断で青枯病(Rs)陰性｡組
織分離によりPythium属菌を分
離､根腐病と診断した。

1月16日
トルコギキョ
ウ

足利市

12月上旬～葉先が枯れる症状が観
察された。症状が茎まで達し、し
ばらくすると株は萎凋・枯死す
る。根の褐変はない。
症状の部分を多湿に保っても糸状
菌の胞子は観察されない。

葉に白斑･葉枯れ、茎の中間部分
に白斑様の症状あり、維管束褐変
なし、細菌泥なし、イムノスト
リップ診断でINSV、IYSV、TSWV、
CMV、疫病菌(Phyt)陰性

1月18日 トマト 栃木市

葉のふちから褐変し周囲が黄化し
ている。ハウスの北側の一部のみ
で発生している。

顕鏡すると、菌泥のようなものが
わずかであるが確認された。組織
分離では菌は分離されず、細菌が
分離され、ＡＰＩで検定を行った
が、病原は特定されなかった。

1月22日
トルコギキョ
ウ

足利市

1月上旬 葉枯症状を確認
1月中旬 葉枯症状の拡大を確認
症状は下位葉から中位葉へ徐々に
拡大

検鏡で細菌泥見られない。組織分
離により細菌を分離(PDA､NA培
地)。

1月24日 マーガレット 日光市

摘芯後、摘芯した部分がこぶ状に
膨らんできた。生育が発生してい
ない株と比較するとやや悪い。
他に品種には発生していない。

発生の経過と症状、検鏡により細
菌を確認したことから根頭がん
しゅ病と診断。

1月24日 トマト 小山市

１月に入って萎れ株が散見。株元
に褐変が少し見られる。

導管の褐変が見られ、イムノスト
リップで青枯病陽性。茎の表面の
褐変部位からは、病原菌は分離さ
れなかった。青枯病と判断した。

1月29日 にら 小山市

１番刈りのにらの葉先が白く枯れ
る。また、葉の葉脈半分が黄色に
なったり、曲がっている葉もある
のでネダニの密度が高い可能性も
ある。

ネダニは密度が高い状態であっ
た。葉の黄化している部分から組
織分離を行ったが、病原菌は分離
されなかった。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

1月29日 かんしょ 壬生町

ほしいも加工を行っており、収穫
後貯蔵しているサツマイモが腐敗
する。ある圃場から収穫したコン
テナが程度が重く、何か圃場で病
気に感染していた可能性があるの
か。

表面に白色の菌体は確認される
が、サツマイモの病源である糸状
菌とは異なっている。内部の腐敗
が進んでおり、組織分離を行うこ
とが難しく、圃場で感染している
病気の有無はわからなかった。

1月30日 いちご 鹿沼市

花梗が赤から黒く褐変してきて、
腐敗したようになる。

褐変部位を顕鏡及び組織分離を
行ったが病原菌は確認されなかっ
た。一時的な生理障害の可能性が
考えられる。

2月5日 たまねぎ
下野市（南河
内）

べと病のような症状はあるが、生
育は順調。

顕鏡したが、病原菌は確認されな
かった。農薬散布をしているとい
う影響も考えられる。乾燥、寒さ
による枯れも多く生じていた。

2月5日 トマト 芳賀町

葉の黄化が中段ぐらいまでみら
れ、ウイルスの感染があるのか確
認したい。

ＲＴ－ＰＣＲによりＴｏＣＶの感
染が確認された。症状も一致する
ことからトマト黄化病と判断し
た。

2月7日 トマト 野木町

下葉から黄化し、枯れる症状が数
株ある。

髄の褐変は見られる。イムノスト
リップでＲｓ、Ｃｍｍは陰性。組
織分離でフザリウム　オキシスポ
ラムが分離された。菌叢からＰＣ
Ｒで確認したところトマト根腐萎
凋病と判断した。

2月8日 トマト 小山市

しおれから枯死する株が見られ
る。

髄の褐変は見られる。イムノスト
リップでＲｓ、Ｃｍｍは陰性。組
織分離でフザリウム　オキシスポ
ラムが分離された。菌叢からＰＣ
Ｒで確認したところトマト根腐萎
凋病と判断した。

2月8日 水菜 小山市

地際部に褐変が見られる苗があ
る。

褐変部位は顕鏡では病原菌は確認
されない。組織分離したが、病原
菌は分離されなかった。

2月8日 きゅうり 宇都宮市
葉にモザイク症状がある。 ＲＴ－ＰＣＲで、ＭＹＳＶで陽

性。黄化えそ病と判断した。

2月15日 トマト 壬生町

まだら果が約4割の株でみられ
る。コルキーのような根もみられ
る。葉が黄化している株もある。

ＲＴ－ＰＣＲでＴｏＣＶ陰性。
根の中心部に褐変が見られる。茎
の導管から髄も褐変あり。組織分
離し、フザリウム　オキシスポラ
ムが分離された。コロニーからＰ
ＣＲをし、根腐萎凋病と判定し
た。

2月20日 きく 宇都宮市

・株のしおれ（葉縁の水浸状の黒
色の葉枯症状）
・茎の中間部の腐敗

・葉枯症状:葉に細菌泥見えず、
組織分離で病原菌分離なし。イム
ノストリップ診断でRs(青枯病)陰
性､TSWV陰性。
・茎の腐敗:茎の腐敗部分の下･地
際にあたる褐変部分からリゾクト
ニア菌を分離し、立枯病と診断し
た。

2月21日
ファレノプシ
ス

-

・苗が枯れる（？。根と最下位葉
(1葉目)が枯れている｡腐敗ではな
いよう｡ECが高いとのこと)

・新葉は正常で新根が出つつあ
る。病害でななさそう｡生理障害
だった(高EC?)の可能性あり｡茎の
地際部の組織分離では病原菌は分
離できなかった。植え替えして経
過を観察する｡
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

2月25日 ごぼう -

収穫後のごぼうの中心部分に褐変
が見られる。

組織分離すると、フザリウム　オ
キシスポラムが分離された。生育
期間中の症状が不明であること、
ごぼうに病源性のあるフザリウム
と断定できないことから、断定は
できないがごぼう萎凋病の可能性
は考えられる。

2月26日 トマト 真岡市

ＴＹ耐性品種だが、圃場の１割ぐ
らいで、葉の黄化や葉巻症状があ
る。

TYLCVがPCRで陽性。症状も一致す
ることから、黄化葉巻病と診断し
た。

2月27日 トマト -

導管に褐変がみられ、萎れる症状
がある。

イムノストリップで青枯、疫病は
陰性。根及び茎の褐変部位からフ
ザリウム　ソラニが分離された。
茎内部の褐変は進んでいる状態で
あった。フザリウム株腐病と判定
した。

2月28日 トマト -
葉の黄化が中位葉までみられ、Ｔ
ｏＣＶの疑いがある。

ＲＴ－ＰＣＲの結果、ＴｏＣＶ陰
性。

3月6日 トマト -
葉の黄化、萎縮がみられＴＹＬＣ
Ｖの可能性がある。

ＰＣＲの結果、ＴＹＬＣＶ陽性。
黄化葉巻病と診断。

3月6日 きゅうり -

果実の内部が褐変がみられる。
切っていくと、花おち部分から褐
変が広がっているように見える。

茎にはつる枯病の典型的な分生子
塊を確認、分生子を顕鏡で確認し
特徴が一致。症状も一致すること
から、きゅうりつる枯病と診断し
た。

3月4日 いちご 下野市

イチゴのほ場でコバエがたくさん
飛んでいるので、調べてほしい。

同定の結果、ショウジョウバエ類
の一種（オウトウショウジョウバ
エでない）であった。

3月8日 きゅうり -

葉にウイルス様症状がある。 症状が進んだ葉でＺＹＭＶ陽性。
ＲＴ－ＰＣＲでＭＹＳＶ、ＣＣＹ
Ｖ陽性。黄化えそ病と退緑黄化病
が混発していた。

3月18日 にんにく さくら市

圃場内に芽がでない所が散在す
る。イモグサレセンチュウの害を
疑っている。

鱗片に褐変は見られるが、切って
顕鏡してもセンチュウは確認出来
なかった。根はきれいな状態。鱗
片の中心部分が腐敗しており、病
気による症状とも考えにくい。

3月19日 ばら 小山市

２月上旬に生育の遅れ（茎の伸び
が悪い）があり、根を見てみると
褐変症状がみられた。

根が褐変､脱落。新しい根、
シュートが見られる。茎葉のしお
れ、維管束の褐変はない。褐変し
た根を用いて疫病菌のイムノスト
リップ診断(Phyt)を行ったが陰性
であった。組織分離では病原菌は
分離されなかった。

3月19日 ユリ 宇都宮市

その後薬剤散布を行っているが、
改善がみられない。

球根下部の根は褐変腐敗、脱落。
鱗片基部が褐変腐敗し、鱗片にし
わを生じている(外側鱗片に傷が
原因と思われる褐変・陥没した部
分がある)。組織分離では病原菌
は分離されなかった。

3月22日 たまねぎ 小山市

葉の黄変、生育は若干劣って見え
る株がある。

卵胞子は確認できた。しかしべと
病に特徴的な菌糸の形状が確認で
きなかった。薬剤散布により菌糸
は確認できない可能性が考えられ
る。病徴はベと病と一致すること
から、ベと病と考えられた。

3月22日 たまねぎ 下野市

葉が開いている株で黄変している
ものがスポット的にある。

植物病原の菌糸などは確認できな
かった。圃場内での生育不良の株
と考えられた。

- 89 -



月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

3月22日 にら 佐野市
ニラのセル育苗の土の表面に白色
のカビが見える。

植物病原の菌糸の特徴は見えな
かった。

3月26日 いちご 下野市

①タネの周りに白くびっちりコナ
ダニと思われるものが付いてい
て、食害している。
②今朝出荷するときはなんともな
かった果実が、夕方には（腐っ
て？）水状になり、なくなってし
まう。
毎年3月末頃から見られ、今年は3
月22日に発生を確認した。果実を
置いておいたら虫がいなくなって
しまったとのこと。①と②は別の
要因と思われる。

菌糸及び胞子の形態から、
Rhizopus nigricansによるイチ
ゴ軟腐病と診断した。

3月26日 いちご 下野市

①タネの周りに白くびっちりコナ
ダニと思われるものが付いてい
て、食害している。
②今朝出荷するときはなんともな
かった果実が、夕方には（腐っ
て？）水状になり、なくなってし
まう。
毎年3月末頃から見られ、今年は3
月22日に発生を確認した。果実を
置いておいたら虫がいなくなって
しまったとのこと。①と②は別の
要因と思われる。

形態からコナダニ、おそらくはケ
ナガコナダニの一種と思われる。
サンプルでは、がくの隙間に数頭
見られただけであり、果実への直
接加害は確認できなかった。ま
た、軟腐病との因果関係も不明。

3月25日 トマト 宇都宮市

2，3日前に発見した。地際部に褐
変症状がある。完全に枯死したの
は１株のみである。ほ場内に点在
している。

地際部の茎の褐変、組織分離によ
りFusarium solaniが分離された
ためフザリウム株腐病と診断し
た。

3月27日 二条大麦 下野市
３月中旬頃からほ場全体に葉の黄
化が発生。

DAS-ELISAの結果、BaYMV陰性。

3月29日 イチゴ 真岡市

３枚の葉のうち新しい方から２枚
目の葉柄の中間部分が細長く褐変
し葉柄全体が赤色になる。

黒色斑点と地際部の太い根でのイ
ムノストリップ診断でPhyt陽性、
疫病菌を高率で分離。クラウン内
部に褐変あり、イムノストリップ
診断でPhyt陰性、病原菌(疫病、
炭疽病、黄萎病)は分離されな
かった。※分離菌株を農業試験場
でPCR検定した結果、
Phytophthora cactorumと同定さ
れた。

4月1日 二条大麦 野木町

３月上旬頃からほ場全体に葉の黄
化が発生。２週間前くらいから症
状がひどくなってきた。

DAS-ELISAの結果、BaYMV陰性。

4月1日 小麦 野木町

３月上旬頃からほ場全体に葉の黄
化が発生。３月上旬頃に尿素を追
肥したが効果なし。２週間前くら
いから症状がひどくなってきた。

RT-PCRの結果、WYMV及びSBWMV陰
性。

4月4日 りんどう 宇都宮市

３月下旬、30～50cmに生育時、葉
に部分的なえそ症状が発生。ハウ
ス内に１割程度スポット的に２～
３カ所で発生がみられる。アザミ
ウマ等害虫の発生はみられない。
病害は一部の株で白絹病が根部に
みられている。

イムノストリップでINSV,TSWV陰
性。PCRの結果、BBWV陽性。ウイ
ルス病と診断した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

4月8日
ハイブリッド
スターチス

さくら市

3月中旬頃に、一部に樹勢が弱っ
ているような症状を発見。穂先お
よび葉の萎れ、茎に縦の割れが見
られ、引っ張ると株元から容易に
引き抜ける。
東西6連棟ハウス（正確には南西
～北東）内ほ場全体に点在して症
状が見られる。同株内でも症状の
ある茎と、ない茎が混在してい
る。

イムノストリップRS,Phyt,Poty陰
性、病原菌の分離無し。

4月9日 ナス
さくら市(喜
連川)

　定植後、活着せず萎れが著し
く、１ヶ月経過しても生育せず、
日中萎れて夜や明け方にはやや回
復。最近になって完全に枯死し
た。
　遮光・かん水（鉢水）を実施し
たが改善せず。ハウス中央から発
生し始め、両方向に症状が広がっ
ている。発生の軽微なほ場あり、
発生の少ないほ場はやや乾燥気味
のほ場。発生の多いほ場はほぼ全
滅。
　掘り上げてみると、根は全く発
根しておらず、褐色に変色してい
る。白色のかび？発生あり。
　同じ苗を同じ日に搬入した他の
生産者の生育は良好。

イムノストリップ診断でPhyt陽性
であり、症状と併せて根腐疫病と
診断した。

4月9日 たまねぎ 塩谷町

カブラヤガやタマナヤガと同時
に、たまねぎの株元を食害する害
虫が数頭いた。黒色の虫が葉を穴
を開けるように食害。
３月下旬頃から食害が見られ始め
た。
ほ場の辺縁部に多い。形態がチョ
ウ目の幼虫に似ている。

ネギ科の植物を食べるネギオオア
ラメハムシであった。
慣行防除がされているほ場では発
生しにくいが、殺虫剤無散布で
あったため発生したと考えらえ
る。

4月9日 トマト 栃木市

２月からコナジラミ類多発し、黄
化症状が散見。現在、ハウス内蔓
延。下葉から黄化症状が出てい
る。

RT-PCRの結果、黄化病（ToCV）と
診断した。

4月10日 トマト -

葉に要素欠乏症類似の黄化と斑
点、茎内部に褐変が見られる。

葉の斑点は、細菌病が疑われたが
細菌泥は見られなかった。茎内部
の褐変は、葉かき等によりできた
傷から雑菌等が侵入し髄部が変色
したものと思われる。

4月10日 イチゴ 真岡市
クラウンの導管が褐変、菌が見ら
れた。

病原菌は認められなかった。

4月11日 きゅうり 小山市
しおれる。根腐れ。 イムノストリップ診断Rs陰性。組

織分離で病原菌分離されない。

4月11日 イチゴ 真岡市

葉に長い斑点、クラウンに褐変が
見られる。

葉の斑点は、イムノストリップ診
断でPhyt陽性。疫病と診断した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

4月12日 かきな 佐野市

10数年前から発生していた。毎年
3月以降増えてくるが、年次変動
が大きい。
かき菜に対する食害はない。ほ場
で探しても見つからず、農家も収
穫時に落ちたり、袋詰め･出荷時
に発見する。
集荷場での返品や市場でのクレー
ム・返品など問題となる年もあ
る。

アブラムシ類を捕食するヒラタア
ブ科の一種（天敵）であった。

4月16日 イチゴ 真岡市
生育不良、クラウンの導管の周り
が褐変している。

組織分離を行ったが、炭疽病、萎
黄病菌等は分離されなかった。

5月7日 トマト 真岡市

果実に着色ムラ、下葉の葉脈間の
黄化が見られる。(コナジラミ、
サビダニの発生が多い。灰色かび
病が見られる)

黄化した葉のRT-PCRによりToCV検
出､黄化病と診断した(タバココナ
ジラミが寄生)。TYLCVは検出され
なかった。

5月7日 イチゴ 足利市

４月下旬以降、芽がしおれた。 しおれた葉柄から分離した菌をイ
ムノストリップ診断､Phyt陽性､疫
病と診断した。

5月8日 イチゴ 足利市

４月下旬頃からしおれが見られ
た。

根、クラウンから分離した菌をイ
ムノストリップ診断、Phyt陽性、
疫病と診断した。

5月8日 イチゴ 足利市

４月下旬からしおれが見られた。 根、クラウンから分離した菌をイ
ムノストリップ診断、Phyt陽性、
疫病と診断した。

5月8日 水稲 宇都宮市
育苗中の苗に立枯れ症状が見られ
る。

PCRの結果、イネもみ枯細菌病
Burkholderia glumae
(=Pseudomonas glumae) 及びイ
ネ苗立細菌病Burkholderia
plantariiと診断。

5月9日 水稲 下野市

播種後２週間くらいから育苗中の
苗に坪状に立枯れの症状が散見し
始めた。

PCRの結果、イネもみ枯細菌病
Burkholderia glumae
(=Pseudomonas glumae) と診
断。

5月8日
ほうれんそう
種子

壬生町

4月上旬～発生が確認される。播
種後２日後位から種子の果被が一
部食害され、内部が全て食害され
る。発生はほ場の一部に集中して
いる。
３月播種は発生が無かった。

ほうれんそうの種子を食害する可
能性がある害虫は、ヤギシロトビ
ムシorタネバエ。
害虫以外の何らかの要因も考えら
える。

5月10日 ネギ さくら市

株が萎縮。葉鞘部が紅色・褐色
化、とろけ症状

茎盤部に褐変あり、組織分離によ
りFusarium oxysporumを分離し
た。萎凋病と診断した。

5月13日 かぼちゃ 那須烏山市

５月10日頃異変を確認。 地際部の茎が黒変、コルク状、白
色の菌叢が見られた。検鏡により
Fusarium solaniによる立枯病と
診断した。

5月13日 タマネギ 宇都宮市

中位葉に枯れ、斑点のような病斑
がある。３月下旬からアザミウマ
類が発生した。

白い斑点症状のイムノストリップ
診断でIYSV陽性。えそ条斑病と診
断した。

5月13日 イチゴ 真岡市

株がしおれる。クラウンの導管が
褐変。新葉の葉先が黒く枯れる。

クラウンのイムノストリップ診断
でPhyt陽性だったので疫病と診断
した(葉は陰性)。組織分離の結
果、葉では病原菌は出なかった。

5月13日 イチゴ 真岡市

ランナー先枯れ。クラウンの導管
が褐変。新葉の葉先が黒く枯れ
る。

クラウンのイムノストリップ診断
でPhyt陽性だったので疫病と診断
した(葉は陰性)。組織分離の結
果、葉では病原菌は出なかった。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

5月13日 イチゴ 真岡市

しおれる。根が褐変している。葉
柄に褐変・小葉に不整形の斑点が
ある。

褐変した根のイムノストリップ診
断でPhyt陽性だったので疫病と診
断した。葉の斑点は組織分離の結
果、病原菌は出なかった。

5月14日 パパイヤ 佐野市

4月26日にポット苗を定植し、1週
間くらいで突然しおれだした。50
本中１２～３本。地きわ部変色
し、繊維を残して溶けたようにな
くなっている。

イムノストリップPhyt陰性。
Alternaria属が分離され、直接
検鏡でも組織内に分生子が見え
る。Alternaria属による立枯れ
と推察される（Alternariaによ
るパパイヤの立枯れは未報告であ
り病原性不明）。

5月17日 トマト 宇都宮市
成長点が縮れ葉になっている。 イムノストリップ診断でTMV陰

性、CMV陰性。

5月22日 トマト 壬生町

Mg欠乏症に似た葉の黄化症状が見
られる。コナジラミが多く発生し
ている。黄化病、黄化葉巻病の発
生が疑われる。

腋芽の葉を用いたRT-PCR法による
診断でTYLCVを検出した(ToCV未検
出)。黄化葉巻病と診断した。※｢
麗妃｣はTYLCV(トマト黄化葉巻病
イスラエル系統､マイルド系統)に
耐病性

5月23日 キク 真岡市

一ヶ月前くらいから葉の黄化、枯
れが見られた。　同一ハウス内に
他品種も植付けされているが、ほ
ぼアイシスに発生している。

イムノストリップ診断でTSWV、
ZYMV 陰性。茎褐変部、葉につい
て組織分離を行った結果
Fusarium　oxysporum  とみられ
る糸状菌が分離され萎凋病と診断
した。

5月23日 イチゴ 真岡市

以前、線虫が出ていると診断を受
けた。土壌消毒を行っているが、
まだ線虫の被害のような株があ
る。線虫かどうか見てほしい。

被害株の根及び根回りの土壌から
植物寄生性のセンチュウが多数検
出された。
葉のまわりや根が褐変する症状、
根から植物寄生性のセンチュウが
多数検出されたことからネグサレ
センチュウによる被害と診断し
た。

5月29日 イチゴ 真岡市

1000本のうち1本のみ萎れた。葉
柄が赤くなり、新葉に奇形が見ら
れる

組織分離の結果、炭疽病菌、
Fusarium oxsporum (萎黄病菌)を
分離

5月30日 イチゴ 日光市

親株の生育不良 クラウンに褐変、組織分離で
Fusarium oxsporumを分離した
が、マルチプレックスPCRで病原
性はないと診断した。

5月30日 カボチャ 那須烏山市

葉枯れ、葉に斑点 検鏡で細菌泥確認。組織分離で糸
状菌は出なかった。症状と併せて
斑点細菌病と褐斑細菌病と診断

6月3日 イチゴ 鹿沼市

親株に奇形葉・黄化
(サンプル：Ｔ１・２、Ｓ）

塚原１は糸状菌が分離されなかっ
た。塚原２はFusarium
oxysporumを分離したが、マルチ
プレックスPCRで病原性はないと
診断した。
塩野は組織分離でF.oxysporumを
分離、マルチプレックスPCRで萎
黄病と診断した。

6月3日 りんご 矢板市

りんごの果実表面がボコボコにへ
こんでいる。樹の中で立ち枝一本
分の果実が全て同様の状態になっ
ている。同じ樹の中で、この立ち
枝以外の果実はこの状態になって
いない。

断面によりカメムシ等による吸汁
によるものではないと判断。病徴
は果実にだけ現われ，葉，枝，根
などは外観健全であり、樹のうち
の限られた枝の果実が発病してい
るため奇形果病の可能性はある
が、該当の枝が徒長しておりシュ
クカ病（ホウソ欠）の可能性もあ
るため経過観察。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

6月5日
マリーゴール
ド

栃木市

６月上旬から、上～中位葉に褐色
斑点の症状が葉の表面及び裏面に
発生。全体の１割程度で発生して
いる。スポットで発生し、少しづ
つ拡大する感じがする。

ムノストリップによる簡易診断
INSV,TMV,TSWV,IYSY,ZYMV、
CymMV: 陰性
組織分離した結果原因とみられる
菌は分離されなかった。根、維管
束は健全。生理障害と思われる。

6月10日 トマト さくら市

連棟ハウス全体に葉焼け、萎縮症
状が見受けられる。萎縮株は、根
張りは比較的良好で、導管部の褐
変症状は見られなかった。

検鏡でトマトサビダニを多数確認
した。トマトサビダニによる葉枯
れ症状と診断した。

6月12日 イチゴ 栃木市

ランナーに黒くなる症状が見られ
る。炭疽病が疑われる。

検鏡で炭疽病菌の分生子は見られ
なかった。組織分離でも炭疽病菌
(他の病原菌も)分離されなかっ
た。

6月12日 バラ 栃木市

5/25・26の作業の作業時に葉の枯
れと摘芯した枝の褐変に気づく

根の褐変が認められる。イムノス
トリップで疫病陽性のため、疫病
の診断した。

6月12日 リアトリス 那珂川町

穂が萎える症状が出たのは6月に
入ってすぐ。ほ場全体に穂が萎え
る症状が見られる。主根に水浸状
の症状が見られる。側根も先端が
痛んでいる様子。

イムノストリップ診断でPhty陰
性。茎部からの組織培養で運動性
の桿菌が分離され、腐敗している
根部の抽出液を直接検鏡したとこ
ろ同様の菌が確認された。API細
菌同定キットでは、Pseudomonas
属菌と推定された。以上より
Pseudomonas属菌の感染による症
状と推定した。

6月13日 トマト 足利市

3月頃から萎れ始め、現在100本程
度発生。　　　ハウスの西側半分
で発生が多く、発生株は連続でな
く点在している。
青いまま萎れ、茎表面に褐変が見
られる。
維管束は褐変しており、株によっ
ては地際も褐変が見られる。

切断した茎からの菌泥の流出な
し。かいよう病イムノストリップ
キット陰性
茎上部の維管束の褐変なし。イム
ノストリップ診断でRs陽性だった
ので青枯病と診断した。

6月14日 りんどう 宇都宮市

３つのハウス同様の条件で栽培を
おこなっており、すべてのハウス
において、一部の株で株の極端な
生育不良が発生。根に近い茎部で
腐れ症状もでており、根張りも不
良。以前、試験場でのコンテナ栽
培で３年目以降の株に発生した立
ち枯れ症状と似ている。
害虫については、アザミウマが発
生初期である。抜き取った株の根
には、ダニのような虫が見られて
いる。

イムノストリップ疫病、青枯れ陰
性。組織分離した結果、病原とな
る分離されず。株をわったとこ
ろ、ネダニが増殖し、上部の維管
束が健全であること、また根部で
空洞があり、細根がないことから
もネダニによる立ち枯れと推察さ
れた。

6月17日 水稲 真岡市

移植後の水稲株が褐色に枯れる。 PCRの結果、イネもみ枯細菌病
Burkholderia glumae
(=Pseudomonas glumae) と診
断。

6月18日 水稲 鹿沼市

葉が黄化し、茶褐色の楕円または
不規則な病斑のようなものがみら
れる株が、畦畔などのほ場の特定
の場所というわけではなく、ほ場
内にわずかにまばらにみられる。

DAS-ELISAの結果、RSV陰性。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

6月19日 アサガオ 真岡市

６月上旬より　葉の小さな褐色斑
点、褐変の症状が見られる
ほ場全体に見られる（現在３０％
程度は集荷不能）
症状が増えている
鉢上げ時（５月上旬）は症状が見
られない。

根部、茎部健全で組織分離で菌の
分離なし、生理障害と思われる。

6月20日 ナス 日光市

葉の萎れ、黄化、茎内部の褐変が
見られる。細菌流出が観察でき、
青枯病と診断した。

6月21日 イチゴ 宇都宮市

奇形葉、クラウン中心部に凍み症
のような褐変が見られたが、道管
の褐変は確認できなかった。

クラウン部の維管束に褐変あり、
Fusarium oxysporumを分離した
ので、萎黄病と診断した。

6月24日 イチゴ 栃木市

葉に黒斑。炭疽病か 葉の黒斑、検鏡で菌糸、細菌泥見
えず。組織分離で糸状菌は分離さ
れなかった（炭疽病ではない）。

6月25日 ぶどう 栃木市

・新梢基部葉（基部から１～３枚
目程度）に発生
・葉全体に黒い斑点が発生し、次
第に黄変落葉している
・ほ場全体に発生
・２～３週間前から発生している

組織分離を試みたが菌は分離され
なかった。生理障害と思われる。

6月27日 キュウリ 小山市

アザミウマ類は例年程度、目立た
ず
（ヨトウムシによる食害、芋虫系
による実への食害はあったとのこ
と）
症状は5月下旬に発見。初期から
ウィルス病の症状は見られたとの
こと。
圃場中央付近に集中して発生

ウイルス検定（イムノストリッ
プ:ZYMV、CMV、CGMMV）、PCR検定
（MYSV、CCYV）いずれも陰性

6月27日 キュウリ 小山市

圃場内に散見。株は発生後萎れ症
状が見られた後、枯死。

根の褐変腐敗部分に菌糸が観察さ
れる。組織分離の結果、
Fusarium oxysporumを分離し
た。つる割病と診断した。

6月28日 ミニトマト 河内農振管内

昨年栽培時は、２０ｍの単棟パイ
プハウスで最終的には８割程度枯
れたとのこと。現在は、数日前か
ら数本がしおれ始めている状況

茎の維管束に褐変が認められる。
細菌泥の漏出もあることから青枯
れ病と診断した。

6月27日 りんご 矢板市

りんごの果皮表面に小さな黒いく
ぼみが発生する。時間が経つと茶
色くコルク化したより大きなくぼ
みになる。果皮をむくと内部がコ
ルク化している。

被害部の状況や果実の内部まで刺
した痕が確認されたことから、カ
メムシによるものと診断した。

6月27日 アスパラ 市貝町

6月に入り、夏芽収穫が始まって
から、若茎に曲がりと縦すじの症
状が発生。
緑色の小さい虫が歩き回っている
のを時々見かけていた。
発生が一番多いハウスはほ場の端
で、風当たりがよい。
アザミウマの発生も多く、加害痕
も見られる。

ほ場にいたカメムシ幼虫を飼育、
同定した結果、アスパラを加害す
るツマグロアオカスミカメであっ
た。当該地域がソバの産地であっ
たため、ツマグロアオカスミカメ
の生息密度が高かった可能性があ
る。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

6月28日 りんご 矢板市

りんごの果皮にサビ状の物が発生
している。同じ樹の中でも発生す
る枝と発生しない枝がある。以前
から軽微な症状は出ていたが、こ
こ２～３年で症状が強く出るよう
になった。症状が出ている枝の近
くから出ている枝で更新したこと
があるが、更新後の枝でも症状が
発生している。園地全体で樹３本
に同様の症状が出ている。

ダーズバン散布によるサビ症状の
報告があり、サビ果病との差異が
判断できず経過を観察して判断す
る。

6月25日 キウイ 小山市

・新梢、結果母枝（前年に新梢
だった枝）に害虫が食入
・食入部位から虫糞が発生
・園主は6月20日に虫糞が発生し
ていることに初めて気づいたとの
こと
・ほ場全体で発生（特に薬剤のか
かりにくいほ場外周部で多く発
生）
・食入された新梢、結果母枝内部
には蛹になりかけの幼虫（イモム
シ）がいる。

9月調査予定
その後、キクビスカシバとわかっ
た。(特殊報を発表）

7月2日 いちご 大平町 ランナー？が黒褐色に枯れる。 病原菌は分離されなかった。

7月3日 ぶどう 宇都宮市
内部に褐変が見られる。キャンベ
ルだけ特徴的に出る。

生理障害と思われる。

7月4日 いちご 壬生町
ランナーの先端が黒く枯れる。 Alernaria属菌が分離されたが、

病原菌ではないと思われる。

7月3日 ねぎ 大田原市

10日ほど前から、ネギの葉が黄色
になる症状が出ている。今年から
症状が出始めた。

植物体から菌の分離を行ったが、
糸状菌は分離されなかった。殺菌
剤を予防的に散布し、今後の経過
を観察して判断する。

7月4日 きく 大田原市

草丈が延びない、早期に花芽が着
く。

キクわい化病原因ウイロウド
（CCSVd）検出キットにより検定
した結果、陽性となったためキク
わい化病と診断した。

7月4日 きく 大田原市

ほ場の２ヶ所で草丈が延びない。 地際、根の褐変が認められ、イム
ノストリップ診断Phｙt（疫病）
陽性のため、疫病と診断した。

7月5日 りんご 矢板市

・長井地区のサンプル
樹皮が腐ってボロボロになり剥が
れていく。腐敗部が枝を一周回る
と、そこから先が枯死する。茶色
く湿った状態で腐敗している。
・片俣地区のサンプル
樹皮表面に白い菌糸が吹き出して
いる。

組織培養した結果、付着している
ものと異なる菌が分離された。湿
潤下で放置し観察し赤布病と考え
られたが担子胞子を確認すること
が出来なかった。

7月8日 トマト 大田原市

ハウス内に点々と青枯れとは異な
る立ち枯れ症状が出ている。

地際部がくびれ、白っぽく枯れて
いる。地際部の茎と根に小さい菌
核が認められ、1日間多湿にする
と白色の菌糸が認められたことか
ら白絹病と診断した。なお、地際
部の茎の維管束に褐変があった
が、細菌の漏出はなく、イムノス
トリップ診断でRs陰性であった
(青枯病ではない)。根と地際部か
ら上の茎に腐敗等の症状はない。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

7月8日 セアノサス 芳賀町

昨年　夏に発生
本年は現在目立ち始めた。
高温期に多いと思われる。
株元が褐色化し、葉が徐々に萎
れ、枯死する。
維管束の褐変

地際、根の褐変が認められ、イム
ノストリップ診断Phｙt（疫病）
陽性のため、疫病と診断した。

7月11日 トマト 宇都宮市

コナジラミが多発中(アブラムシ
も)。６月の末頃、下葉が黄色く
なった。活着悪くて抜いた株や株
全体が枯れたものも何本かある。
下葉をかいて様子を見ていたが止
まらない。

上位葉を用いてRT-PCRによる検定
を行った結果、TYLCVは陰性で
あった。

7月16日 きく 下野市

・３ベットあり、中央のベットの
みに下～中央付近の葉に不整形の
黄褐色～褐色の斑点が発生。２週
間前に気がつき、現在広範囲で出
ている。健全な株と生育の差はな
い。その他、白さび病、アザミウ
マが一部発生している。定植の前
にハウス内の薬剤による土壌消毒
を実施するが、中央ベットは、ビ
ニールの隙間となってしまい、消
毒が不十分である。

病斑の組織培養を行ったが菌は分
離されず、根部からは植物寄生性
のセンチュウが発見された。
イムノストリップ検定
INSV,TSWV陰性
PCR検定　　CSNV　陰性

7月16日 ひまわり 小山市

栽培している１０００鉢中約１０
０鉢で、上～中位葉に斑点状の葉
色の淡い部分の発生が見られる。
ほ場内のアザミウマの発生は５月
下旬からやや多い。

イムノストリップ検定
INSV,TSWV陰性
PCR検定　　CSNV　陽性
CSNVによる感染と診断した。

7月19日 きく 塩谷町

親苗購入（今回導入した品種）
６月出荷では無発生。
７月出荷以降の作型で発生してい
る。

イムノストリップ検定　　TSWV
陰性
PCR検定　CSNV　陽性
キク茎えそ病と診断した

7月22日 いちご -

農家：3日前くらいに気づき、奇
形葉の症状から萎黄病を心配して
いる。発生は親株１本のみ。子苗
には現時点では症状は見られてい
ない。齊藤：葉の症状は萎黄病を
思わせる。持ち帰り、クラウンを
確認したところ、中心部にシミ症
のような褐変が見られたが、道管
はきれいな感じで、萎黄病かは判
断に迷うところがある。

新葉が黄化した奇形葉。クラウン
部に褐変、葉柄基部と若干の根に
褐変腐敗が見られる。組織分離に
よりFusarium oxysporumを分離
しPCRで病原性を確認したので、
萎黄病と診断した。

7月23日 ほうれんそう 塩谷町

南北ハウスの東側サイド付近を中
心に少量の発生（点在）　症状は
葉上に１～2程度の白い小斑点

斑点上に菌糸、胞子は認められな
い。斑点の切片に細菌の漏出は認
められない。
(分離①糸状菌はいくつか分離さ
れるが、病原菌ではないと思われ
る。分離②同じものが分離されな
い。胞子の形成なし）。
病害ではないと考えられる。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

7月23日 水稲 茂木町

　7月始め頃、畦畔脇に坪状に萎
縮しているのを発見。その後、帯
場にほ場中心に向かって症状が進
展。複数発生し、現在、ほ場マッ
プのように筋状になっている。
株を見ると、症状が酷い株は新葉
が枯死しており、出穂しないと考
えられた。
近隣の正常に見える株にも、止葉
に萎縮・奇形が見られた。

　症状や発生状況から、病害虫に
よるものではないと考えられた。

7月25日 きく 塩谷町

親苗購入（今回導入した品種）
８月上、中出荷の作型で発生して
いる。

イムノストリップ検定　　TSWV
陰性
PCR検定　CSNV　陽性
キク茎えそ病と診断した

7月29日 アスパラガス 宇都宮市

７月２５日頃から発生を確認
当初は、穂先の中に隠れており、
収穫トレーに置くと、穂先からわ
らわら出てきていた。
７月２９日に確認したときは、ほ
場にある若茎の穂先にわらわらと
ダニがいる感じ。

胴背毛や鋏角等の形態から、ﾎｺﾀﾞ
ﾆ科orﾏﾖｲﾀﾞﾆ科の一種と診断し
た。
ﾎｺﾀﾞﾆもﾏﾖｲﾀﾞﾆも有機物の多い土
壌に住むダニであり、土の中にい
る小さな虫を食べる。
ﾄﾋﾞﾑｼを捕食するために、アスパ
ラガスに集まったことが推測され
る。

8月1日 シクラメン 宇都宮市

・鉄骨ガラス温室。７月上旬に鉢
上げ後、順調に生育していたが、
７月22日過ぎ、高温が続くように
なり30鉢程度に葉の黄化、萎れ症
状が発生。給水マットをしている
ベンチで多く発生し、昨年度も同
様の病害が一部発生した。（マッ
トは使用前に消毒済み）品種はF1
でのみ発生。
・他の病気、害虫の発生は見られ
ない。

イムノストリップ診断:疫病、青
枯病 陰性
組織分離をしたところ、Erwinia
属と思われる運動性の桿菌が分離
され、葉、葉柄に黒褐色の病斑が
見られることから 葉腐細菌病と
診断した。

8月1日 なし 宇都宮市

3年生苗木のみに6月頃から「えそ
斑点病」の病斑らしき症状が散見
されてきた。1年生苗木には症状
はみられない。

湿潤下で葉全体から鮭色の子嚢殻
が出現し、分生子の形状、PCR診
断によりナシ炭疽病と診断した。
新高は罹病しやすいことが知られ
ている。

8月5日 いちご 宇都宮市

奇形葉が見られる(最上位葉）。
あまり黄化していない。根が褐変
して生育不良。

クラウン部の褐変なし。新しい根
が出てきている。クラウンと根の
組織分離で病原菌は分離されな
い。病害ではないと診断した。

8月6日 トマト 宇都宮市

7月上旬頃、ハウス入り口付近で
生長点付近が萎縮していたり、針
状の症状を確認した。現在はﾊｳｽ
全体が同じ症状。現在の発生害虫
はコナジラミ、アブラムシ、ダニ

茎先端の黄化、萎縮、枯れが見ら
れる。
イムノストリップ診断でCMV､
TMV、TSWV陰性。RT-PCRでTYLCV陽
性だったことから黄化葉巻病と診
断した。

8月8日 しょうが 那須烏山市

8月上旬頃から地際部茎部に褐変
症状及び倒伏株が発生、同症状株
は地際部茎部から塊茎上部にかけ
て褐変症状がみられる。

組織分離では糸状菌は分離されな
かったが細菌が分離された。
api20で簡易診断した結果、腐敗
病(Erwinia )の可能性が高いと考
えられた。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

8月9日 トマト 栃木市

ほ場内に点在。数はさほど多くは
ない。害虫の発生は特に目立た
ず。生育不良。茎の褐変、葉の文
様が見られる。

症状及びイムノストリップ診断で
TSWV陽性であったことから黄化え
そ病と診断した。

8月13日 いちご 日光市

しおれ、奇形葉などが見られる。
萎黄病か。

１部の株に、クラウン部維管束の
褐変、根の黒変・細根の脱落が見
られた。奇形葉や黄化は不明瞭で
あった。組織分離により
Fusarium oxysporumが分離され
たが、PCRの結果では萎黄病菌に
特異的な増幅は認められなかっ
た。

8月21日 シクラメン 真岡市

７／下旬頃～　葉の黄化、芽点の
黒変枯れが発生しはじめた。
塊茎の褐変
根張りはあまり良くない

塊茎部の赤～褐変が認められ組織
分離した結果、桿菌が高確率で分
離された。PCR診断により花腐細
菌陽性だっため、花腐細菌病と診
断した。

8月22日 ばら 小山市

８月１６日の作業時に、葉の枯れ
と茎の萎れに気づく。株元の褐変
と萎れが定植ベットの１０％ほど
で発生。

根の褐変が認められる。イムノス
トリップ：Phyt陽性、疫病と診断
した。

8月22日 うど 塩谷町

7月頃から下葉の黒色斑点および
黄化症状が発生した。親株の生育
自体は順調である。

症状及び病斑にAlternaria菌の
分生子が認められたことから黒斑
病と診断した。

8月22日 ぶどう
栃木市
大平町

・果房の軸に白いカビのようなも
のが発生。
・症状が重い果房は果実にも白い
カビのようなものが発生。
・本症状が見られる果房はキノコ
臭がする。
・葉や新梢には病害虫の発生はな
い
・ブラックビートの他、巨峰、ピ
オーネにも発生。

雑菌に覆われ特定できなかった。

8月26日 たまねぎ 高根沢町

出荷後、納品先の業者よりクレー
ム連絡があった。現在も加工作業
中のため、発生割合は不明であ
る。
（病原性の腐敗なのか、急激な乾
燥に伴う生理的なものか、判断し
かねている。根切り後から収穫ま
で、雨が続いた中、圃場で１ヶ月
ほど経過したため、腐敗病ではな
いかと考えている。出荷時に、切
り口が乾かずに汁気を持っている
ものは除外して出荷したが、腐敗
が発生したため、原因を把握し、
次年度の対策としたい。）

盤茎部とりん片基部が腐敗してお
り、糸状菌が観察され、組織分離
によりFusarium菌が分離された
ことから、乾腐病と診断した。

8月27日 とうがらし 日光市

梅雨入り後に発生し、台風等によ
り多発する。果実にのみ発生し、
葉には病兆が出ない。また、育苗
苗を提供して栽培しているほ場
（新地）でも、発生している。

症状及び分生子を確認し炭疽病と
診断した。

8月23日 だいず 大田原市

25a程のほ場内で２ヶ所程スポッ
ト的に生育が劣り、葉色が淡い場
所が見られる。
シストセンチュウか？

根にシストは見られない。
根・土壌をそれぞれベルマン法に
て調べたが植物寄生性のセンチュ
ウは見られなかった。
生育不良はセンチュウによるもの
ではない。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

8月28日 トマト 壬生町

ハウス中央部にまとまって、定植
後一週間頃から継続的に発生。現
在も増加中。生長点および花芽に
異常。現在の発生は100/4800株程
度。フレンドシップと比べがんば
る根11号で発生度合いが酷い。※
害虫発生は今のところ無し※前作
は黄化病が発生

新葉に黄化、葉巻き症状が見られ
るものは症状とPCRにより、黄化
葉巻病(TYLCV)と診断した。

9月3日 いちじく 佐野市

5列植えの3列目中央から発生し、
他の列に広がっている。
新梢の下段から中段に掛けて発生

カンザワハダ二の食害と診断しな
かった。　組織分離をしたが、原
因菌と特定される菌は分離されな
かった。

9月5日 きく 大田原市

ほ場の数ヶ所で草丈が延びなく枯
れる。

※同一施設で精の光彩も栽培。
 光彩は多かん水を好み、光彩中
心の管理となっている。

組織分離をしたが、高率に分離さ
れる菌はなし。
PCRによるCSNV　陰性、イムノス
トリップTSWV陰性、Phty陽性
疫病と診断した。

9月5日 きく 大田原市

発雷後、茎えそのように枯れてく
る。

組織分離をしたが、高率に分離さ
れる菌はなし。
PCRによるCSNV　陰性、イムノス
トリップTSWV陰性
Phty陽性　　疫病と診断した。

9月5日 なす 大田原市

新葉が奇形、果実が割れる。ほ場
全面に症状が出る。3,4戸で出て
いる。萎縮病か？生理障害か？

ファイトプラズマのPCRで陰性。
萎縮病では無いと思われる。
CMV、TMVのイムノストリップ診断
も陰性だった。

9月12日 アスパラガス 宇都宮市

7月頃から若茎の障害(先端のいじ
け、曲がり、奇形など)が発生。
現在は、出荷が５割、廃棄が５
割。

ネダニ類の寄生が確認された。

9月12日 ねぎ 下野市

ネギの葉が白色になるほど激しく
ハモグリバエに食害される。7月
頃より被害が散見され、8月には
ほ場全面に拡大。

農研機構に同定依頼。
ネギハモグリバエB系統であっ
た。（特殊報）

9月19日 アスパラガス 宇都宮市

以前からアスパラの株元近くに傷
があった。今回　N氏のネダニの
話を聞いて改めて見てみると、傷
のあたりに今回の虫がいた。
圃場内の特定の場所ではなく、と
ころどころで見られる。

イレコダニ類の一種であった。腐
食を食べるダニなので、害虫では
ない。

9月19日 トマト 栃木市

・9月16日時点で黄化葉巻病で18
本引き抜き・ハウス東側にある程
度まとまって発生・その他にも全
体的に散在・第二段花房上から生
長点にかけて、黄化葉巻病に似た
症状が見られる。

イムノストリップ診断で、ＣＭ
Ｖ、ＴＭＶ、ＴＳＷＶが陰性だっ
た。
TYLCVのRT-PCRで陰性だった。

10月3日 きゅうり

定植後にコナジラミ類、アザミウ
マ類の発生があった。現在はコナ
ジラミ類がまだ残っている。ほ場
の１割弱で発生。（点在）

イムノストリップ診断で、ZYMV陽
性、CMV・TSWV・CGMMVが陰性だっ
た。MYSVのRT-PCRが陽性だった。

10月4日 ぶどう
栃木市
大平町

・果房の軸に白いカビのようなも
のが発生。
・症状が重い果房は果実にも白い
カビのようなものが発生。
・本症状が見られる果房はキノコ
臭がする。
・葉や新梢には病害虫の発生はな
い。

菌糸の顕微鏡観察により担子菌類
の特徴である「クランプ結合」が
確認され、外観から判断して白色
綿雪症と診断した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

10月7日 いちご 壬生町

新葉の「びっこ葉」、クラウン部
の「腐れ」、根の「褐変」

クラウン部の維管束の褐変部位か
ら分離したFusarium oxysporum
はPCRにより病原性はなかった。
クラウン部、根から分離した白色
の菌叢は、イムノストリップ診断
でPhytが陰性だった。根の中心柱
は白色だった。クラウン部に腐敗
はなかった。以上により病害では
ないと診断した。

10月8日 トマト 宇都宮市

10/5頃から一部の株でしおれ症
状｡発生場所は連棟ハウスの中の
２ベット｡10株程度下葉からしお
れてきている。根や茎内部に褐変
なし｡茎からの菌の漏出は確認で
きなかった｡

維管束には褐変はほとんど見られ
なかった。イムノストリップ診断
で、Rs陽性、Cmm陰性だった。青
枯病と診断した。

10月8日 ねぎ 高根沢町

圃場全体にネギハモグリバエの食
害痕がみられ、うち激しい食害痕
が一部に見られる。激しい食害痕
の表皮をめくると、複数匹のウジ
虫の存在が確認された。

食害痕の状況からネギハモグリバ
エの別系統による被害であると考
えられる。

10月11日 ねぎ 真岡市

9月以降根腐れ症状がある(ほ場全
体に生育むらがある)。細根はあ
る様子(肩の所に白い根が見える)
菌核やネダニは見られない。(他
に1ほ場が近くにあるが症状はな
い)　ハモグリバエの発生が多
い。

根が腐敗、脱落　茎盤部に褐変
根及び茎盤部の組織分離により
Fusarium oxysporumを分離、萎
凋病と診断した。

10月17日 トマト 宇都宮市

台風19号で育苗ハウスがかん水
し、一部の苗が水没した。10月16
日に定植する際に、疫病のような
症状を確認した。

水浸状・黒色に腐敗、茎の維管束
の褐変なし(上部、下部)
検鏡で細菌の漏出あり、イムノス
トリップ診断でPhyt陰性、Rs陰
性、Cmm陰性
以上により、軟腐病と診断

10月18日 いちご -

ランナーに黒変
台風により冠水した後に急に症状
が見られた。

組織分離により生じた白色の菌叢
を用いてイムノストリップ診断を
行ったところ、Phyt陽性であっ
た。分離した菌糸の観察と併せて
疫病と診断した。

10月23日 いちご -
萎れる。クラウン部が褐変・腐敗
している。

組織分離により炭疽病菌の分生子
を確認、炭疽病と診断した。

10月23日 いちご -

クラウンの導管が黒変している。 萎黄病等の病原菌は分離されな
かった。なお、しおれ、奇形葉、
黄化、根腐れ等の症状はなかっ
た。

10月25日 いちご さくら市

萎黄病か。
奇形葉が見られる。

｢とちおとめ｣の１株に新葉の奇
形、クラウン部の褐変あり、組織
分離によりPhytopthora菌を分離
したので疫病と診断した。｢スカ
イベリー｣の１株に新葉の奇形あ
り、組織分離によりFusarium
oxysporumを分離したので萎黄病
と診断した。

10月25日 いちご 高根沢町

萎黄病か。
奇形葉が見られる。

１株に奇形葉が認められた。クラ
ウン部の移管側部に褐変は認めら
れなかったがFusarium
oxysporumが高率で分離されたの
で萎黄病と診断した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

10月29日 いちご 宇都宮市

10月下旬頃、第３葉がしおれる。
白色の菌糸が見られる。

組織分離により炭疽病菌を分離し
た。白色の菌糸はFusarium菌で
ある。

10月31日 ねぎ 下野市

8月までは調子が良かったが、９
月になると萎れていってしまう。
軟腐や疫病を懸念している。昨年
も同じような症状が出た。

外側の鱗茎に腐敗あり、検鏡で隔
壁のある菌糸確認。葉鞘の付け根
が腐敗、折れる。鱗茎及び茎盤部
に褐変はない。付いている根は白
色（上部の根は腐敗・脱落してい
る可能性あり）。あまり臭くな
い。ネダニの寄生あり。菌核な
し。葉鞘部に菌糸が観察され、組
織分離によりFusarium
oxysporumを分離したことから、
萎凋病と診断した。

10月31日 いちご 宇都宮市

農家：ミツバチの巣箱に、なにか
別種の虫が（アブだか蜂だか分か
らないが）入り込んでいて、ミツ
バチがその虫を攻撃しており、興
奮してしまっている。虫の種類を
知りたい。

診断依頼のあったサンプルはセイ
ヨウミツバチだった。
他の群の個体が巣箱に入り、荒ら
すことがあると考えられる。

10月31日 いちご 鹿沼市

冠水したほ場で、生育不良。葉が
枯死、花梗が褐色になり、伸びが
悪い。根は正常。チャノホコリダ
ニは見られない。

糸状菌、病原細菌は検出されな
かった（組織分離、アピ20NE、イ
ムノストリップ診断（Rs)での検
定）。病害ではないと考えられ
る。センチュウも検出されなかっ
た。

11月5日 たまねぎ 高根沢町

育苗終盤になり、部分的に生育が
悪化。 外葉が枯れるのが早く、
地際が褐変し倒れて枯死する。
枯死した株にはタネバエなどは見
られない。

枯死した苗の地際部に白色の菌叢
あり(Fusariumu菌の大型・小型
分生子あり)
枯死した苗の地際部の葉鞘と茎盤
部の組織分離によりFusarium
oxysporumを分離したことから、
乾腐病と診断した。

11月11日 トマト 上三川町

５連棟ハウスの入り口側１棟（4
ベット）で、しおれ、葉枯れ症
状。１ヶ月位前に２～３本見つけ
たが最近になって増えていること
に気づいた。果実落下（青果実
も）あり

イムノストリップ診断でCmm陽性
であり、症状と併せてかいよう病
と診断した。

11月13日 しゅんぎく 真岡市

10/28に症状に気付いた。症状が
出ている株は点在している｡新葉
に症状は見られない｡11/11補植株
にも症状が出ているのに気付い
た。10/8定植の隣接ハウスには発
生なし(水は入らなかった。)。

苗：茎、葉柄基部から葉身にかけ
て水浸状に暗褐色の腐敗。定植
株：葉の先端に葉枯れ症状。
検鏡で細菌が見られる。組織分離
では糸状菌は出ない。細菌はアピ
20NEで検定した結果Pseudomonas
marginalisと考えられる｡以上に
より､腐敗病と診断した。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

11月21日 ガーベラ さくら市

下葉枯れの症状が出たのは10月下
旬頃。
主根・側根に水浸状の症状が見ら
れ、維管束に褐変がみられる。
葉脈の間に紫色の変色が見られ
る。
センチュウ　（＋）

ベルマン法でセンチュウを回収し
検鏡したところ寄生性のセンチュ
ウではなかった。クラウン内部が
褐変。イムノストリップ診断で
Pht（疫病）、RS（青枯病）陰
性。クラウンの組織培養で運動性
の桿菌が確認され、PCR診断した
結果Pseudomonas marginalis
（シクラメンで花腐細菌病原菌）
が陽性だったため、Pseudomonas
による病害と考えられた。

11月28日 しゅんぎく 真岡市

定植後1週間程度で葉の黄化や根
の褐変、萎れ、枯死が見られた。
10月12日の台風19号で浸水してい
る。
植え替えた苗も枯死している。
ハウスにより発生の程度は異な
る。全てのハウスで発生している

イムノストリップ診断でＣＭＶ陰
性
黄化株：ポリポットに移植して経
過を観察
枯死株：根が黒変、枯死。茎の地
際部から髄部が褐変。分離した細
菌をアピ20NEで診断したが種類は
不明であった。

12月2日 ねぎ 那珂川町

地際周辺の葉鞘部に丸い穴を開け
るように食害する。
発生は1,000株に数本程度。
食害部分の葉鞘を剥くと葉数が少
なくなり、市場出荷では規格落ち
するケース有り。

　同定の結果、ネギコガであっ
た。ネギの地際に食入した原因は
不明（暖かい場所に隠れようとし
たためか？または、土寄せ前に産
卵された幼虫が食入を始めた
か？）。

12月2日 ゆり 宇都宮市

・定植後は順調に生育しており、
定期的な薬剤防除を実施してい
た。台風19号による浸水があった
が、特に被害は見られなかった。
・11月28日にハウス南西部の一部
の株で葉に斑点模様がみられたた
め、葉の除去を行ったが、30日に
は被害株が拡大していた。
・発生箇所は中心から上部の発生
が多い。
・他の病気、害虫の発生は見られ
ない。

織培養した結果、細菌、糸状菌と
も病原菌となるものは分離されな
かった。RT-PCR診断により
CNSV,BBWVが陰性、イムノスト
リップ診断により
TSWV,IYSV,INSV,Potyが陰性。CMV
が若干の陽性であったが病原とし
て特定するに至らなかった。

12月10日
トルコギキョ
ウ

足利市

11月頃から立枯れ症状が見え始
め、徐々に多くなっていってい
る。

根際に褐変が確認できる。茎を組
織培養した結果、糸状菌、球菌が
確認されたが高率に出現するもの
はなく、主な病原菌が特定出来な
いが立枯病と診断した。

12月10日
トルコギキョ
ウ

足利市

着蕾時期から下葉の葉先に症状が
出始めた。葉の褐変が進むと、茎
にまで到達し枯れてしまう。地上
部を除去してしまえば、地下部ま
でやられることはない。

①病原菌は特定できないが立枯病
と考えられる。
地際に変色、糸状菌確認。組織培
養した結果、3種ほどの糸状菌が
確認されたが、分生子を形成せず
炭疽病菌、病原性のある
Fusarium等の菌ではなかった。

②特定出来なかった
弱っていたところに灰色カビが付
いている。葉、茎、根に病斑、褐
変が無いことからエタノール滅菌
後、シャーレに閉じ込め、素寒天
上で培養した。3日目は出ず、5日
目に赤いコロニーの球菌が発現し
たが、病原性は特定できなかっ
た。
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

12月10日
トルコギキョ
ウ

足利市

①については、11月20日頃から萎
れ症状が発生した。
②については、11月頃から立枯れ
症状が発生し、株元に鮭肉色の菌
を確認したため、ベンレートの散
布を行った。
③11月頃から株枯れが発生し始
め、スポット的に継続して発生し
ている。

①病葉、茎、根に病斑、褐変が無
いことからエタノール滅菌後、
シャーレに閉じ込め、素寒天上で
培養したが5日までに糸状菌は出
現せず、イムノストリップ診断
Phy、RS陰性だったため生理障害
と推察された。
②地際が鮭肉色、内部に褐変が確
認できる。茎を組織培養した結
果、糸状菌、球菌が確認されたが
高率に出現するものはなく、主な
病原性は特定出来ないが立枯病と
診断した。
③　　②と同じ

12月11日 ねぎ 那須塩原市

ほ場にぽつぽつと発生。萎縮病が
疑われる。

葉に条斑、萎縮
イムノストリップ診断でPoty(萎
縮病病原ウイルスのＯＹＤＶ含
む)陰性､ＴＳＷＶ陰性

12月11日 トマト 上三川町

ハウス中央部に1本だけ症状が見
られ､近接する株には症状は見ら
れない｡中段から下段の茎に褐変
が見られ導管も褐変している｡生
長点や葉のしおれはない｡12月上
旬～症状が見られた。

茎の症状､検鏡による細菌泥の確
認により茎えそ細菌病と診断し
た。

12月12日 キク 上三川町

・症状株はほ場に点在的に発生
・前日までは健全で、一晩で茎の
一部がとろけるように発生してい
るようである。
・導管の褐変が確認される
・現在まで、１０数株発生してい
る。坪状に発生はしていない。

茎内部の腐敗物の検鏡で運動性の
桿菌が確認され、組織分離で得ら
れた黄色のコロニーをAPIで診断
したところ、Eriwinia
Chrysanthemiに類似の結果が得
られ、また水浸状の黒病斑の分布
が葉軸から全体に広がる特徴によ
りキク軟腐病と診断した。

12月13日 にら 上三川町

10月頃からハウス内にスポット的
に白いかすり状の斑点を生じた

イムノストリップ診断でＩＹＳＶ
陰性であった。生理障害と考えら
れる。

12月17日 いちご 那珂川町

定植後からほ場全体で発生 新葉に奇形葉、クラウン部の維管
束に褐変、一部の根に褐変が認め
られた。クラウン部切断の２日
後、維管束部に白色の菌叢を生じ
た。組織分離によりFusarium
oxysporumを分離したので萎黄病
と診断した。

12月19日 トマト 那珂川町

ほ場に１株発生した。新葉の黄
化、葉枯れ症状が見られる。

明瞭なモザイク、えそ症状は見ら
れない。イムノストリップ診断で
ＣＭＶ､ＴＳＷＶ陰性。

12月24日 トマト -

施設に30株ほど出ている。 茎表面に茶褐色の不定形、水浸状
の病斑。茎内部が腐敗。
軟腐病と診断
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月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

12月25日 きゅうり 下野市

12月23日に萎れ発生。当初はヒー
トポンプや送風機に近い箇所の株
がまとまって（４～５株、同畝
上）萎れたため、送風による乾燥
が原因と思われたため、遮光して
対応。12月24日夕方には萎れが拡
大。送風が関係のない箇所でも萎
れが発生。地上部に異常なし。圃
場内で発生している他の病害虫は
コナジラミによる黄化病または退
緑黄化病程度。ベトや褐斑、ボト
は無し。これまでに同様の症状が
出たことも無し。畝上で連続して
発生し、対面している畝では発生
が見られないという点が少し気に
なる。

茎に症状はない。一部の根が褐変
しており、検鏡により菌糸が観察
される。根部の組織分離により
Fusarium oxyspourmを分離した
のでつる割病と診断した。

12月27日 いちご 大田原市

株の枯死 葉の枯れ込み 果実への
病斑

｢なつおと｣めの葉の斑点、果梗及
びスカイベリーのクラウン部から
Coletotoricum  gloesporioides
の分生子を分離したので炭疽病と
診断した。他の「なつおとめ」
(ポット苗)等の葉枯症状からは病
原菌は分離されなかった。
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７　病害虫侵入警戒調査

　　　（１）チチュウカイミバエの調査

表　チチュウカイミバエの調査期間、調査場所及び誘引状況

4～11月 大田原市戸野内 果樹栽培地 1 0

〃 芳賀町稲毛田 果樹栽培地 1 0

〃 宇都宮市簗瀬町 宇都宮市中央卸売市場 1 0

〃 宇都宮市瓦谷町 農業試験場本場 1 0

〃 栃木市大塚町 いちご研究所 1 0

〃 小山市下河原田 栃木県南公設卸売市場 1 0

合計 6 6 0

　　　（２）ミカンコミバエ種群・ウリミバエの調査

表　ミカンコミバエ種群・ウリミバエの調査期間、調査場所及び誘引状況

4～11月 宇都宮市瓦谷町 農業試験場本場 1 0

　　　（３）コドリンガの調査

表　コドリンガの調査期間、調査場所及び誘引状況

4～11月 宇都宮市瓦谷町 農業試験場本場 1 0

調査場所 トラップ設置場所 設置数 誘殺数

トラップ設置場所調査場所 設置数 誘殺数

6

　　　　　フェロモン剤を取り付けたスタイナー型トラップを高さ約１ｍに設置し、4～11月にかけ
　　　　て調査した。ミカンコミバエ種群とウリミバエはフェロモン剤が同一であるため両種を兼
　　　　ねた調査とした。
　　　　　調査期間を通じて対象とする虫の誘殺はなかった。

　　　　　フェロモン剤を取り付けたジャクソン型トラップを高さ約１ｍに水平に設置し、4～11月
　　　　にかけて調査したが、対象とする虫の誘殺はなかった。

　　　　　フェロモン剤を取り付けたスタイナー型トラップを高さ約１ｍに設置し、4～11月にか
　　　　けて調査したが、対象とする虫の誘殺はなかった。

１）チチュウカイミバエ・ミカンコミバエ種群・ウリミバエ・コドリンガ・アリモドキゾウムシ・ア
フリカマイマイ侵入警戒調査

　我が国未発生害虫の発生を警戒するため、侵入の危険性が高いと推察される地点において、早期発
見のため誘引トラップを設置して調査した。

設置期間 調査場所 トラップ設置場所 設置数 誘殺数

設置期間

設置期間
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　　　（４）アリモドキゾウムシの調査

表　アリモドキゾウムシの調査期間、調査場所及び誘引状況

5～10月 宇都宮市瓦谷町 農業試験場本場 1 0

　　　（５）アフリカマイマイの調査

表　アフリカマイマイの調査期間、調査場所及び誘引状況

6・9月 宇都宮市竹林町 河内庁舎 1 0

調査場所 トラップ設置場所

設置期間 調査場所 トラップ設置場所 設置数 誘殺数

　　　　　フェロモン剤を取り付けた粘着シートを粘着面が垂直になるように設置し、5～10月にか
　　　　けて調査したが、対象とする虫の誘殺はなかった。

　　　　　誘引剤を入れたペットボトルを地面に固定して設置し、6月と9月に調査したが、対象と
　　　　する虫の誘殺はなかった。

設置期間 設置数 誘殺数
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２）りんご火傷病発生警戒調査

　りんご及びなしの発生予察調査において、りんご火傷病を調査項目として加え、定期的に産地の

発生警戒調査を行った。

　表１　調査期間、調査場所及び誘引状況

5～8月 矢板市長井 りんご  2 0

〃 宇都宮市石那田町 りんご  2 0

〃 大田原市湯津上 なし  2 0

〃 那須烏山市中山 なし  1 0

〃 高根沢町大谷 なし  1 0

〃 市貝町続谷 なし  1 0

〃 芳賀町稲毛田 なし  2 0

〃 芳賀町上稲毛田 なし  1 0

〃 宇都宮市平出町 なし  1 0

〃 宇都宮市板戸町 なし  2 0

〃 鹿沼市栃窪 なし  1 0

〃 小山市荒井 なし  1 0

〃 小山市南飯田 なし  1 0

〃 佐野市下羽田町 なし  1 0

〃 佐野市村上町 なし  1 0

合計 14 - 20 0

３）ウメ輪紋ウイルス発生警戒調査

　うめの苗木等栽培園地（小山市）において、６月に現地調査を実施した結果、発生は認められ

なかった。

調査樹種
発生葉率
（％）

調査
地点数

調査期間 調査場所
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８ 国への調査報告関係 

１）ツマジロクサヨトウ発生確認調査 

令和元（2019）年７月、鹿児島県でツマジロクサヨトウの発生が初めて確認されたことを 

受け、ほ場見取り調査(7～11月)と、トラップ調査(9～11月)を行った。(別表参照) 

  結果、本県ではツマジロクサヨトウの発生は確認されなかった。 

（別表） 月別調査ほ場数及び調査対象品目一覧 

品
目 

調査月 7月 8月 ９月 10月 11月 

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ 

ほ場数 3 10 31 － － 

市町 真岡市、

大田原

市、那須

烏山市 

宇都宮市、日

光市(2)、真岡

市、芳賀町、

栃木市、高根

沢町、大田原

市、那須烏山

市(2) 

宇都宮市(3)、日光

市(4)、益子町(2)、茂

木町(4)、栃木市(2)、

さくら市、塩谷町、

高根沢町(3)、大田

原市(4)、那須塩原

市(2)、那須烏山市

(4)、那珂川町 

  

飼
料
用
イ
ネ 

ほ場数 3 3 4 5 － 

市町 芳賀町、

大田原

市、那須

烏山市 

芳賀町、大

田原市、那

須烏山市 

芳賀町、大田原市

(2)、那須烏山市 

芳賀町、大田原市(2)、那

須烏山市(2) 

 

イ
ネ
科
飼
料
作
物
※
１ 

ほ場数 3 － － － － 

市町 真岡市、

さくら

市、大田

原市 

    

水
稲 

ほ場数 5 5 － － － 

市町 宇都宮

市、栃木

市、小山

市、大田

原市、那

須烏山市 

宇都宮市、

鹿沼市、小

山市、高根

沢町、大田

原市 

   

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン 

ほ場数 3 － － － － 

市町 宇都宮

市、下野

市、大田

原市 

    

そ
の
他
（
野
菜
類
）
※
２ 

ほ場数 3 2 17 76 80 

市町 宇都宮

市、鹿沼

市、真岡

市 

真岡市、下

野市 

宇都宮市、鹿沼

市、真岡市(2)、小

山市(4)、下野市、

野木町(4)、さくら

市、大田原市、那

珂川町、佐野市 

宇都宮市(7)、上三川町

(3)、鹿沼市(5)、真岡市

(11)、芳賀町、栃木市

(6)、小山市(11)、下野市

(6)、壬生町(2)、野木町

(5)、さくら市、塩谷町

(2)、高根沢町、大田原市

(7)、那珂川町、足利市

(4)、佐野市(3) 

宇都宮市(6)、上三川町

(4)、鹿沼市(5)、真岡市

(12)、芳賀町(2)、栃木市

(6)、小山市(11)、下野市

(4)、壬生町(2)、野木町

(5)、さくら市(2)、塩谷町

(2)、高根沢町、大田原市

(6)、那珂川町(2)、足利市

(6)、佐野市(4) 

計 ほ場数 20 20 52 81 80 

※１：イタリアンライグラス等 

※２：夏秋なす、ねぎ、きゅうり、トマト、いちご、きく、キャベツ、レタス等 
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８ 国への調査報告関係 

２）輸出植物検疫協議の迅速化事業平成29～30(2017～2018)年度及び我が国の輸出に有利な国

際的検疫処理基準の確立、実証事業平成31(2019)年度 病害虫の発生状況の調査結果 

平成29～31(2017～2019)年度において、農産物等の輸出相手国が侵入を警戒する病害虫の発生

の有無を確認するため、調査を行った。基本調査では、発生予察の実施と公式な発生記録の有無

を確認し、その結果を踏まえ、具体的サーベイランス実施を実施した。 

（１）平成29～30(2017～2018)年度の対象病害虫 

①モモシンクイガ（2017年度のみ調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録あり 

（植物防疫年報(栃木県) フェロモントラップ調査結果 誘殺年1987年、1992年、1996年） 

具体的サーベイランスの実施状況：なし 

 

②モモノゴマダラノメイガ（2017年度のみ調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録あり 

（栃木県農業試験場病理昆虫研究室保管標本あり（宇都宮市1881年、1982年）、今市産蛾類 

図鑑掲載あり（今市市歴史民俗資料館1994年発行）、フェロモントラップ採取記録あり（宇 

都宮市2011年８月）） 

具体的サーベイランスの実施状況：なし 

 

③ナシヒメシンクイ（2017年度のみ調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録あり（発生予察調査継続中） 

具体的サーベイランスの実施状況：なし 

 

④ミカンバエ（2017～2018年度調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録なし 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：７地点、調査宿主作物名：うんしゅうみかん、ゆず 

・発生の確認：０／７地点（目視・果実の切開調査） 

 

⑤ミカンハモグリガ（2017年度のみ調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録なし 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：７地点、調査宿主作物名：うんしゅうみかん、ゆず 

・発生の確認：７／７地点（目視調査） 

 

⑥カンキツかいよう病（2017～2018年度調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録なし 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：７地点、調査宿主作物名：うんしゅうみかん、ゆず 

・発生の確認：０／７地点（目視調査） 
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   （２）平成30～31(2018～2019)年度の対象病害虫 

⑦リンゴコシンクイ（2018～2019年度調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録なし 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：２地点、調査宿主作物名：りんご 

・発生の確認：０／２地点（フェロモントラップ調査、雄交尾器の確認） 

 

⑧ナシマダラメイガ（2018～2019年度調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録なし 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：１０地点、調査宿主作物名：なし 

・発生の確認：１／１０地点（フェロモントラップ調査、雄交尾器の確認） 

 

⑨ブドウホソハマキ（2018～2019年度調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録なし 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：４地点、調査宿主作物名：ぶどう 

・現時点での発生の確認：０／４地点（幼果の見とり調査） 

 

⑩スモモヒメシンクイ（2018年度調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録なし 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：３地点、調査宿主作物名：りんご、すもも 

・現時点での発生の確認：２／３地点(フェロモントラップ調査､雄交尾器の確認) 

 

⑪オウトウショウジョウバエ（2018年度調査） 

発生予察実施の有無および基本調査の結果：発生記録あり 

（平成21年度特殊報第３号：ぶどう、平成30年度特殊報第３号：いちご） 

具体的サーベイランスの実施状況：あり 

・調査地点数：３地点、調査宿主作物名：ブルーベリー 

・現時点での発生の確認：１／３地点（果実採取後飼育） 
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第３章　予察調査
　１　病害虫発生予察調査における地域区分図
　　１）市町と県地域区分図

　　２）農業振興事務所担当地域区分図
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　２　予察調査ほ場及び乾式予察灯等の設置状況

　　１）普通作物病害虫発生予察ほ場

　　　（１）水　稲

調査地点 作型 作付品種

那須町沼野井 早植 コシヒカリ

那須塩原市埼玉 早植 コシヒカリ

那須塩原市東赤田 早植 コシヒカリ

大田原市戸野内 早植 コシヒカリ（直播）

大田原市桧木沢 早植 コシヒカリ

大田原市親園 早植 コシヒカリ

大田原市蛭畑 早植 コシヒカリ

那珂川町小川 早植 コシヒカリ

那須烏山市滝田 早植 コシヒカリ

那須烏山市福岡 早植 コシヒカリ（直播）・コシヒカリ

塩谷町玉生 早植 コシヒカリ・あさひの夢

矢板市矢板 早植 コシヒカリ

さくら市上河戸 早植 コシヒカリ

さくら市蒲須坂 早植 コシヒカリ

高根沢町花岡 早植 なすひかり

茂木町飯 早植 あさひの夢

市貝町市塙 早植 コシヒカリ

益子町北中 早植 コシヒカリ・あさひの夢

芳賀町祖母井 早植 コシヒカリ

真岡市亀山 早植 コシヒカリ

真岡市青田 早植 とちぎの星

宇都宮市逆面町 早植 コシヒカリ

宇都宮市横山町 早植 コシヒカリ

宇都宮市雀宮町 早植 コシヒカリ

上三川町上三川 早植 コシヒカリ

日光市小林 早植 コシヒカリ

日光市木和田島 早植 コシヒカリ

鹿沼市酒野谷 早植 コシヒカリ

鹿沼市久野 早植 コシヒカリ

下野市小金井 早植・普通植 コシヒカリ・とちぎの星

小山市小薬 早植 とちぎの星

小山市石ノ上 早植 とちぎの星

壬生町助谷 早植 コシヒカリ

栃木市西方町本郷 早植 コシヒカリ

栃木市惣社町 早植 あさひの夢

栃木市大平町真弓 早植・普通植 コシヒカリ、あさひの夢

栃木市藤岡町富吉 早植 コシヒカリ、あさひの夢

佐野市堀米町 早植 とちぎの星

足利市県町 普通植 あさひの夢

　

県南部

下都賀

安足

地域名

県北部

那須

塩谷
南那須

県中部

芳賀

河内

上都賀
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　　　（２）麦　類

調査地点 作付品種 麦種

大田原市南金丸 ニューサチホゴールデン 二条大麦

大田原市実取 ニューサチホゴールデン 二条大麦

那須烏山市大桶 シュンライ 六条大麦

塩谷町大久保 シュンライ 六条大麦

さくら市松山新田 イワイノダイチ 小麦

さくら市葛城 シュンライ 六条大麦

高根沢町石末 ニューサチホゴールデン 二条大麦

芳賀町下高根沢 シュンライ 六条大麦

芳賀町東水沼 シュンライ 六条大麦

真岡市根本 ニューサチホゴールデン 二条大麦

宇都宮市芦沼町 ゆめかおり 小麦

宇都宮市平出町 ニューサチホゴールデン 二条大麦

上都賀 鹿沼市楡木 シュンライ 六条大麦

小山市卒島 ニューサチホゴールデン 二条大麦

小山市小袋 イワイノダイチ 小麦

壬生町中泉 シュンライ 六条大麦

栃木市大塚町 ニューサチホゴールデン 二条大麦

栃木市藤岡町蛭沼 さとのそら 小麦

佐野市並木町 ニューサチホゴールデン 二条大麦

足利市　百頭町 ニューサチホゴールデン 二条大麦

　　　（３）大　豆

調査地点 作付品種

那須塩原市鍋掛 里のほほえみ

大田原市南金丸 里のほほえみ

大田原市実取 里のほほえみ

那須烏山市三箇 里のほほえみ

塩谷町大宮 里のほほえみ

矢板市安沢 里のほほえみ

高根沢町大谷 里のほほえみ

益子町生田目 里のほほえみ

芳賀町下延生 里のほほえみ

宇都宮市長峰町 里のほほえみ

宇都宮市平出町 里のほほえみ

上都賀 日光市木和田島 里のほほえみ

小山市福良 里のほほえみ

小山市小袋 里のほほえみ

栃木市寄居町 里のほほえみ

県南部 下都賀

地域名

那須

塩谷
南那須

県中部

芳賀

河内

県中部

芳賀

河内

県南部

下都賀

安足

地域名

県北部

那須

塩谷
南那須

- 114 -



　　２）野菜病害虫発生予察ほ場

　　　（１）いちご

調査地点 作付品種

大田原黒羽向町 とちおとめ

大田原市実取 とちおとめ

那珂川町馬頭北向田 とちおとめ

さくら市富野岡 とちおとめ

高根沢町大字石末 とちおとめ

真岡市田島 とちおとめ

真岡市西沼 とちおとめ

真岡市田島 とちおとめ

真岡市物井 とちおとめ

真岡市大根田 とちおとめ

真岡市古山 とちおとめ

真岡市砂ヶ原 とちおとめ

真岡市長沼 とちおとめ

宇都宮市上小倉 とちおとめ・スカイベリー

宇都宮市羽牛田 とちおとめ・スカイベリー

上三川町上神主 とちおとめ

鹿沼市塩山町 とちおとめ

鹿沼市磯町 とちおとめ

鹿沼市野沢町 とちおとめ

下野市仁良川 とちおとめ・スカイベリー

小山市福良 とちおとめ・スカイベリー

小山市小薬 とちおとめ

壬生町七ツ石 とちおとめ

栃木市西方町元 とちおとめ

栃木市西方町本城 とちおとめ

栃木市国府町 とちおとめ

栃木市寄居町 とちおとめ

栃木市大平町牛久 とちおとめ

佐野市小中町 とちおとめ

佐野市小中町 とちおとめ・スカイベリー

足利市山川町 とちおとめ・スカイベリー

足利市県町 とちおとめ

地域名

県北部

那須

安足

県南部

芳賀

河内

下都賀

塩谷
南那須

上都賀
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　　　（２）トマト

調査地点 作型

大田原市湯津上蛭田 促成

大田原市余瀬 夏秋

大田原市美原 夏秋

塩谷南那須 那珂川町和見 促成

芳賀町稲毛田 促成長期どり

真岡市西田井 促成長期どり

宇都宮市芦沼町 夏秋

宇都宮市下金井町 夏秋

宇都宮市鐺山町 促成長期どり

上三川町上郷 促成長期どり

上三川町東蓼沼 促成

鹿沼市上日向 促成

鹿沼市上日向 促成

野木町南赤塚 促成長期どり

小山市小薬 促成長期どり

小山市喜沢 夏秋

小山市武井 夏秋

壬生町安塚 促成

栃木市田村町 促成長期どり

足利市野田町 促成

足利市県町 促成

　　　　　

　　　（３）きゅうり

調査地点 備考

宇都宮市柳田町

宇都宮市柳田町

下野市上古山

下野市薬師寺

下野市田中

小山市東黒田

小山市卒島

安足 佐野市伊保内町

　

　　　（４）に　ら

調査地点 備考

大田原市奥沢

大田原市蛭田

塩谷南那須 さくら市箱森新田

真岡市下籠谷

真岡市久下田

河内 上三川町上蒲生

鹿沼市上日向

鹿沼市塩山町

下野市磯部

栃木市惣社町

地域名

県北部

地域名

地域名

県北部
那須

県中部

芳賀

県南部
下都賀

芳賀

上都賀

県中部

上都賀

県中部 河内

県南部 下都賀

那須

河内

下都賀

安足
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　　　（５）な　す

調査地点 作型

那須 大田原市荒井 夏秋

那珂川町小口 夏秋

さくら市下河戸 夏秋

真岡市上大沼 夏秋

真岡市中 夏秋

河内 宇都宮市鐺山町 夏秋

上都賀 鹿沼市上石川 夏秋

下都賀 下野市国分寺町 夏秋

安足 佐野市小見町 夏秋

　　　（６）ねぎ 　

調査地点 調査ほ場数

県北部 那須 大田原市上奥沢 ２圃場

県中部 河内 宇都宮市白沢 ２圃場

下野市川名子 ２圃場

小山市延島 ２圃場

　　　（７）たまねぎ 　

調査地点 調査ほ場数

芳賀 真岡市長島 ２圃場

宇都宮市下桑島 ２圃場

上三川町上三川 ２圃場

県南部 下都賀 下野市薬師寺 ２圃場

　　　（８）きゃべつ 　

調査地点 調査ほ場数

小山市田間 ２圃場

野木町川田 ３圃場

　　　（９）レタス(巡回調査地点) 　

調査地点 調査ほ場数

小山市武井 ２圃場

野木町川田 ２圃場

県中部

県南部

地域名

地域名

県北部 塩谷
南那須

地域名

県南部 下都賀

県中部
河内

地域名

県南部 下都賀

地域名

県南部 下都賀

芳賀
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　　３）果樹、花き病害虫発生予察ほ場

　　　（１）な　し

調査地点 備考

大田原市湯津上

大田原市湯津上

那須烏山市中山

高根沢町大谷

市貝町続谷

芳賀町稲毛田

芳賀町稲毛田

芳賀町上稲毛田

宇都宮市平出町

宇都宮市板戸町

宇都宮市板戸町

上都賀 鹿沼市栃窪

小山市荒井

小山市南飯田

佐野市下羽田町

佐野市村上町

　　　（２）ぶどう

調査地点 備考

県中部 河内 宇都宮市満美穴町

栃木市大平町富田

栃木市大平町西山田

栃木市岩舟町静

栃木市岩舟町曲ヶ島

　　　（３）りんご

調査地点 備考

矢板市長井

矢板市長井

宇都宮市石那田町

宇都宮市石那田町

　　　（４）き　く

調査地点 備考

大田原市鹿畑 輪ぎく

大田原市戸野内 スプレー菊

塩谷町大久保 スプレー菊

塩谷町大宮 スプレー菊

真岡市飯貝 スプレー菊

真岡市飯貝 スプレー菊

真岡市飯貝 スプレー菊

県中部 芳賀

安足

県北部
塩谷
南那須

県南部

下都賀

那須

地域名

地域名

県北部

那須

県北部
塩谷
南那須

県中部

地域名

県南部 下都賀

芳賀

河内

塩谷
南那須

県中部 河内

地域名
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　　４）乾式予察灯設置状況

　　　（１）白熱予察灯（６０Ｗ白熱灯）

調査地点

県北部 那須 大田原市戸野内

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町（農試本場）

小山市小薬

栃木市大塚町(いちご研究所)

地域名 調査期間

５月～９月

県南部 下都賀

(調査対象害虫）
セジロウンカ、トビイロウンカ、ヒメトビウンカ、ツマグロヨコバイ、イナズマヨコバイ、ニカメイガ、コ
ブノメイガ、イネミズゾウムシ、クモヘリカメムシ、ホソハリカメムシ、アカヒゲホソミドリカスミカメ、
アカスジカスミカメ、コガネムシ類
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　　５）フェロモントラップ設置状況

　　　（１）ニカメイガ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

芳賀 市貝町赤羽※

宇都宮市瓦谷町（農試本場）

上三川町大字梁※

下野市田中※

小山市小薬

　　　（２）クモヘリカメムシ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

県北 塩谷南那須 矢板市玉田※ ６月～８月

芳賀町稲毛田（冨士山自然公園） ６月～９月

茂木町飯※ ６月～８月

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場） ６月～９月

　　　（３）ホソヘリカメムシ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 那須塩原市下中野※

塩谷南那須 さくら市長久保※

芳賀町稲毛田（冨士山自然公園）

益子町大字上山※

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

上都賀 日光市木和田島※

県南部 下都賀 栃木市大塚町(いちご研究所）

地域名

（設置方法）
トラップ粘着シート背面を合わせた、両面粘着シート両面にフェロモン剤を１つずつ付け、高さ約
１ｍに粘着面が垂直になるように設置

芳賀
大豆５月～９月

地域名

県中部

５月～８月 稲
河内

（設置方法）
フェロモン剤を取り付けたジャクソン型トラップを高さ約１ｍに水平に設置

地域名

県北部

県中部

県中

県南部 下都賀

芳賀

（設置方法）
トラップ粘着シート背面を合わせた、両面粘着シート両面にフェロモン剤を１つずつ付け、高さ約
１ｍに粘着面が垂直になるように設置

稲
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　　　（４）チャバネアオカメムシ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 那須烏山市興野※

塩谷南那須 矢板市平野※

芳賀 芳賀町稲毛田（冨士山自然公園） ４月～９月

宇都宮市古賀志町※ ５月～９月

宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～９月

県南部 安足 佐野市上羽田※ ５月～９月

　　　（５）ハスモンヨトウ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 大田原市実取※

塩谷南那須 塩谷町大久保※

芳賀 芳賀町下延生※

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～１１月

上都賀 鹿沼市佐目町※ ６月～１０月

栃木市大塚町(いちご研究所） ４月～１１月

栃木市大平町※

小山市小薬※

野木町佐川野※

安足 足利市瑞穂野町※

　　　（６）オオタバコガ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

那須 那須町稲沢※

塩谷南那須 那珂川町久那瀬※

芳賀 真岡市茅堤※

宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～１１月

上三川町上三川※

壬生町壬生乙※

栃木市大塚町(いちご研究所） ４月～１１月

　　　（７）コナガ

調査地点 調査期間 対象作物

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

県南部 下都賀 栃木市大塚町(いちご研究所）

(設置方法）
フェロモン剤を貼り付けたジャクソン型トラップを高さ約１ｍに水平に設置

地域名

(設置方法）
フェロモン剤を貼り付けたジャクソン型トラップを高さ約１ｍに水平に設置

はくさい、キャ
ベツ、だいこん

４月～１１月

(設置方法）
フェロモン剤を取り付けたファネルトラップを高さ約１ｍに設置

地域名

県中部
河内

県北部
６月～１０月

トマト、なす、レ
タス

県南部 下都賀

６月～１０月

地域名

県北部

県中部

県南部
下都賀

県北部

地域名

なし

河内

(設置方法）
フェロモン剤を取り付けたコガネコール・マダラコール用誘引器（黄色）を高さ約１ｍになるように
設置

５月～９月

６月～１０月

大豆、トマト、
きゅうり、なす、
いちご、はくさ
い、きゃべつ、
だいこん、レタ
ス、さといも、ね

ぎ

６月～１０月

県中部
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　　　（８）ナシヒメシンクイ、リンゴコカクモンハマキ（病害虫防除員（※）を含む）

調査地点 調査期間 対象作物

高根沢町亀梨※（ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲのみ） ４月～１０月

那須烏山市滝

河内 宇都宮市下田原町

芳賀
芳賀町稲毛田（冨士山自然公園）
（ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲのみ）

（設置方法）
フェロモン剤を貼り付けたジャクソン型トラップをなし園内の高さ約１ｍに水平に設置

県北部 塩谷南那須

なし、りんご

地域名

３月～１０月
（ﾘﾝｺﾞｺｶｸﾓﾝﾊﾏ
ｷは５～１０月）県中部
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　　６）粘着板設置状況

　　　（１）黄色粘着板（有翅アブラムシ類）

調査地点 調査期間 対象作物

県北部 那須 大田原市戸野内 ４月～１０月

県中部 河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場）

県南部 下都賀 栃木市大塚町（いちご研究所）

　　　（２）青色粘着板（アザミウマ類）

調査地点 調査期間 対象作物

県北部 那須 大田原市戸野内

芳賀 真岡市飯貝

河内 宇都宮市瓦谷町(農試本場） ４月～１１月

下野市上古山 ４月～１０月

栃木市大塚町（いちご研究所） ４月～１１月

（設置方法）
青色粘着板を粘着面の中央が高さ約１ｍになるように垂直に設置

地域名

大豆、なし、り
んご、トマト、
きゅうり、なす、
いちご、はくさ
い、きゃべつ、
だいこん、レタ
ス、さといも、た
まねぎ、ねぎ、
ゆうがお、きく

（設置方法）
黄色粘着板を粘着面が高さ約１ｍになるように水平に設置

地域名

ぶどう、きゅう
り、なす、いち
ご、たまねぎ、
ねぎ、きく

４月～１１月

県南部 下都賀

県中部

４月～１０月
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